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令和６年第３回足寄町議会定例会議事録（第２号） 

令和６年９月１１日（水曜日）     

 

◎出席委員（１３名） 

   １番 早瀬川   恵 君  ２番 井 脇 昌 美 君 

   ３番 榊 原 深 雪 君  ４番 矢 野 利惠子 君 

   ５番 田 利 正 文 君  ６番 髙 橋 健 一 君 

   ７番 木 村 明 雄 君  ８番 細 川   勉 君 

   ９番 川 上 修 一 君 １０番 進 藤 晴 子 君 

  １１番 多治見 亮 一 君 １２番 二 川   靖 君 

  １３番 髙 橋 秀 樹 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町   長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   東海林 弘 哉 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員   川 村 浩 昭 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   保 多 紀 江 君 

福  祉  課  長   森 岡 彰 寿 君 

住  民  課  長   金 澤 眞 澄 君 

経  済  課  長   佐々木 康 仁 君 

建  設  課  長   松 野   孝 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   加 藤 勝 廣 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長   山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   鈴 木 研 司 君 

総 務 担 当 主 査   飯 野 真 有 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  報告第１６号 文教厚生常任委員会所管事務調査報告について＜Ｐ３＞ 

 日程第 ２  請 願 第 ３ 号 改正食料・農業・農村基本法の実効性確保等に関する請

願書＜Ｐ３＞ 

 日程第 ３  議案第５７号 足寄町避難行動要支援者に係る名簿情報及び個別避難計

画情報の提供等に関する条例の制定について＜Ｐ３～Ｐ

４＞ 

 日程第 ４  一般質問＜Ｐ４～Ｐ５２＞ 
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午前１０時００分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○議長（髙橋秀樹君） おはようございま

す。 

 全員の出席であります。 

 本日は、身障会と母子寡婦会の皆様が傍

聴にお見えになっております。皆様、分か

りやすい質問、そして答弁のほうをよろし

くお願いをいたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 進藤晴子君。 

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 

９月６日に開催されました、第３回定例会

に伴う議会運営委員会の協議の結果を報告

いたします。 

 本日９月１１日は、最初に文教厚生常任

委員会から所管事務調査の報告を行いま

す。 

 次に、９月３日の本会議において、総務

産業常任委員会に付託いたしました請願第

３号、及び文教厚生常任委員会に付託いた

しました議案第５７号について、審査報告

を受け審議を行います。 

 次に、一般質問を行います。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

 なお、本会議終了後、議場において、全

員協議会を行いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 報告第１６号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ 報告第

１６号文教厚生常任委員会所管事務調査の

報告についての件を議題とします。 

 別紙配付のとおりです。 

 ただいまの報告に対し、質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで報告を終わります。 

 

◎ 請願第３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２ 請願第

３号改正食料・農業・農村基本法の実効性

確保等に関する請願書の件を議題としま

す。 

 本件における総務産業常任委員会委員長

の報告は別紙配付のとおりです。 

 本件における委員長の報告は採択です。 

 これで委員長の報告を終わります。 

 これから、請願第３号改正食料・農業・

農村基本法の実効性確保等に関する請願書

の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は採択です。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、請願第３号改正食料・農

業・農村基本法の実効性確保等に関する請

願書の件は、委員長の報告のとおり採択す

ることに決定いたしました。 

 

◎ 議案第５７号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第３ 議案第

５７号足寄町避難行動要支援者に係る名簿

情報及び個別避難計画情報の提供等に関す

る条例の制定についての件を議題としま

す。 

 本件における文教厚生常任委員会委員長

の報告は別紙配付のとおりです。 

 本件における委員長の報告は原案可決で

す。 
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 これで委員長の報告を終わります。 

 ただいまの委員長の報告に対する質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第５７号足寄町避難行動

要支援者に係る名簿情報及び個別避難計画

情報の提供等に関する条例の制定について

の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第５７号足寄町避難行

動要支援者に係る名簿情報及び個別避難計

画情報の提供等に関する条例の制定につい

ての件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 一般質問 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第４ 一般質

問を行います。 

 順番に発言を許します。 

 ９番川上修一君。 

（９番川上修一君 登壇） 

○９番（川上修一君） 議長のお許しをい

ただきましたので、通告書に基づいて一般

質問を行います。 

 件名、足寄町のデジタル化（ＤＸ）の取

組について。 

 令和６年３月定例会において、町長から

「足寄町デジタルトランスフォーメーショ

ン（ＤＸ）推進計画」を策定したと行政報

告がありました。 

 また、この計画の推進に当たり、副町長

を中心に庁内を横断するプロジェクトチー

ムを設置して検討していくとのことでし

た。 

 デジタル化は社会全体の流れであり、ど

の分野においても人手不足が深刻な現在、

デジタル技術を活用した業務の効率化と各

種手続の住民利便性向上に向けて大きな期

待をしています。そこで、以下の点につい

て質問します。 

 １、足寄町のＤＸの取組の現状につい

て。 

 ２、今後の具体的な取組と課題につい

て。 

 ３、計画の基本方針に「地域社会のデジ

タル化の推進」とあるが、どのような方法

で推進するのか。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 川上議員の「足寄

町のデジタル化（ＤＸ）の取組について」

の一般質問にお答えします。 

 １点目の「足寄町のＤＸの取組の現状に

ついて」ですが、本町では、平成２６年度

の自治体クラウドへの移行をはじめとし

て、平成２７年度に役場庁舎や町民セン

ターに公衆無線ＬＡＮを整備し、平成３０

年度にはクラウド型図書館管理システムを

導入、令和２年度には国のＧＩＧＡスクー

ル構想に基づく教育のデジタル化を進める

など、段階的にデジタル化を推進してまい

りました。 

 特に、令和４年度にはオンライン申請シ

ステムの導入や税金等の納付をコンビニや

スマートフォンでの支払いが可能となる

キャッシュレス対応を行い、町民の利便性

向上と業務の効率化を進めています。 

 また、本年４月には、足寄町デジタル・

トランスフォーメーション推進計画に基づ

き、ＤＸプロジェクトチームを設置しまし

た。本プロジェクトチームは庁内全部局か
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ら選出された１９名のメンバーで構成され

ており、町内外のＤＸ推進事例を調査し、

本町のＤＸ推進に向けた施策の検討を進め

ています。 

 これまでの取組としては、５月から８月

にかけて富良野市や北見市などを訪問し、

住民票等の交付申請手続の負担を軽減でき

る「書かない窓口」やペーパーレス会議シ

ステムの活用について調査しました。 

 また、６月には東京都で開催された展示

会に副町長を含む８名のメンバーが参加

し、ＤＸに関連する製品やサービスの比較

検討を行うとともに、先進自治体の取組に

関する情報を収集しました。その後、視察

した民間企業からのシステム説明やオンラ

イン会議を通じて、最新の技術やシステム

の導入についても検討を進めております。 

 次に、２点目の「今後の具体的な取組と

課題」についてお答えします。 

 まず、今後の具体的な取組につきまして

は、本定例会の補正予算において、職員が

パソコンで行っていた作業を自動化するソ

フトウエアの使用料を計上しており、次年

度以降に各種証明書のコンビニ交付サービ

スやペーパーレス会議システムを導入する

予定で検討しています。 

 また、令和８年２月をめどに基幹業務シ

ステムの標準化・共通化を進める予定であ

り、併せて「書かないワンストップ窓口」

の導入も検討しております。 

 ＤＸ推進における課題としましては、イ

ンターネットを使える人と使えない人との

間に生じる情報格差、デジタルデバイドの

問題が挙げられます。デジタル技術に不慣

れな住民に対し、デジタル機器の使い方や

サービスの活用方法を理解していただくた

めの支援が必要であり、習熟度に応じた講

習会の開催やサポート体制の整備を行う必

要があると考えております。 

 ３点目の「地域社会のデジタル化の推進

方法」につきましては、国の自治体ＤＸ推

進計画において、自治体ＤＸの取組とあわ

せて取り組むべき事項として、地域社会の

デジタル化の推進を掲げています。 

 本町においても、足寄町デジタル・トラ

ンスフォーメーション推進計画に基づき、

行政の効率化と住民サービスの向上を目指

して、着実にデジタル化を進めるととも

に、必要に応じて関係各団体と連携を図り

ながら、地域社会全体のＤＸ推進について

検討してまいります。 

 今後もデジタル技術の利活用を進め、持

続可能な地域社会の実現に向け努力をして

まいりますので、御理解と御協力を賜りま

すようお願いを申し上げ、川上議員の一般

質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） 再質問を許しま

す。 

 ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 再質問の前に、緊

張しているのでしょうか、妙に暑いので、

上着を脱がせてもらってもよろしいでしょ

うか。ありがとうございます。 

 それでは、再質問をさせていただきま

す。 

 まず、１点目の質問だったのですけれど

も、足寄町のＤＸの取組の現状ということ

でお答えをいただきました。 

 それで、まず最初にデジタル推進計画と

いうのを頂いて読んでみたのですけれど

も、そのときに現状ということで、令和５

年１２月末現在なのですけれども、こう

いったことになってますよというのが８点

ほど実施施策の中に載っておりました。そ

れに基づいて質問をさせてもらいたいと思

います。 

 まず最初に、行政手続のオンライン化と

いうのがありました。それは一部の業務で

電子申請を運用中とありました。令和５年

１２月末の話です。まず、一部の業務とい

うのはどういった業務なのか、このことに

ついてお伺いをいたします。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） 行政手続のオ
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ンライン化というところの電子申請の関係

だったのですけれども、昨年度から、ＱＲ

コードとかを、チラシとかによく「申込み

はこちらから」というような感じでＱＲ

コードをつけて、もちろん電話でも受け付

けているのですけれども、何か事業をやる

ときに電話で受け付ける、もしくはＱＲ

コードを読み取って御自分の好きな時間に

申込みをするというような仕組みを導入し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 分かりました。Ｑ

Ｒコードでいろいろな参加申込書を受け付

けるということで。 

 たまたま今月の７日、先週の土曜日なの

ですけれども、どんぐり保育園の運動会が

ございまして、それも出欠の申込案内にＱ

Ｒコードが載っていたので、私は恥ずかし

いのですけれども、あまりそういうのを

やったことがないので、議会事務局で案内

文書を頂いたので、議会事務局の職員の方

に助けていただきながら、ＱＲコードから

やってみました。本当に自分はそういうの

は疎いのですけれども、これは慣れたら便

利だなと。申し込むほうもいいのですけれ

ども、受けたほうが間違いなく、電話です

とやはり人間ですから、トラブルもミスも

あるのかなと思うので、これはいい取組だ

なと思いました。 

 次に、マイナンバーカードの普及促進の

関係でお伺いをいたします。 

 いろいろな手続をしていく中で、マイナ

ンバーカードというのは非常に重要な役割

を果たしていくのであろうと私は思ってい

るのですけれども、これも令和５年１２月

では交付率が７４％でした。今現在、どの

ぐらいまで上がっていますかね、マイナン

バーカードの普及率というのは。 

○議長（髙橋秀樹君） 金澤住民課長、答

弁。 

○住民課長（金澤眞澄君） マイナンバー

カードの普及率についての御質問でござい

ますけれども、７月末現在で交付数が４,

８７６枚ですね。交付率でいきますと約７

９％になっております。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） ８割ぐらいまで達

したということですね。この後も再質問す

るのですけれども、マイナンバーカードを

普及するに当たって、保険証とのひもづけ

とか、そういったことがなっていくという

ことで自分も慌てて駆け込みでつくったの

ですけれども、それでも２割の方はなかな

かお持ちになれないという表現のほうがい

いのかな。家族同居をしていましたら、実

は私も母親と住んでいるのですけれども、

９０歳です。それで、おふくろに「これか

ら保険証も一体になるのだから、つくった

らいいよ」ということでおふくろを連れて

一緒に申請に来たのですけれども、やはり

お一人で高齢でお住まいの方はなかなかそ

ういうことも難しいだろうし、やはり全部

が全部普及するというのは難しいのかなと

いう認識をしております。 

 次に、行政データの活用、共有というこ

とで、オープンデータというものを１１件

公開しているとのことでありました。この

オープンデータというのはどんなデータな

のですかというのを質問いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） 保多総務課長、答

弁。 

○総務課長（保多紀江君） オープンデー

タにつきましては、ホームページ等で足寄

町の情報をいろいろ公開しておりますけれ

ども、そこに公開しているデータを、例え

ば統計データですとか、施設の位置情報な

どを公開しているものを利用される方が、

それを例えばダウンロードして何か二次利

用できるとか、町民とか民間事業の方が

様々なサービスにもう一度活用できるよう

なデータを提供するというようなことを示

しております。 
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 １１項目のほうは今ちょっと押さえてお

りませんけれども、そのようなものがオー

プンデータというふうになっております。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） つまり町民の方が

わざわざ来庁しなくても、いろいろなデー

タを受け取れるという認識でよろしいです

か。そういうことではないのですか。それ

とは違うのか。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） ホームページ

に載っているものは、例えば印刷してそれ

を御利用することは可能かなと思うのです

けれども、そのデータ自体を例えばダウン

ロードして、例えば自分の資料に何かにも

う一回再活用するとか、そういうようなこ

とができるという意味でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 何となく分かりま

した。そうですか。では、次に行きます。 

 これはちょっと自分は興味を持ったので

すけれども、ＡＩ、人工知能ですね。あ

と、ＲＰＡの利用拡充。ＲＰＡとは一体何

ぞやということで、これも計画の用語説明

の中に、ＲＰＡとは、コンピューター上で

行われる業務プロセスや作業を、人に代

わって自動化する技術のこととありまし

た。 

 それで計画の中では、ＲＰＡ試験導入中

とありました。この試験というのはどんな

ことをされているのですか。ＲＰＡに関す

る、何かでやっているのですよね。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） 昨年度、ＲＰ

Ａの実証実験といいますか、事業者の実証

に協力をさせていただいて、当町でも実証

というか実験をさせていただいておりま

す。 

 その内容につきましては、税情報を、例

えば夜までに蓄積されたデータを翌日取り

込むですとか、そういうようなことを自動

的にするようなプログラムを組んで、人が

いない時間に作業させるとか、そういうよ

うなことの実験を昨年度行っております。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 税情報の関係で試

験導入中と。ＲＰＡというのは、いろいろ

なデータがあれば自動的に入力してくれ

る、入力というか、そういうものかなと

ざっくり私は認識しているのです。それ

で、非常に上手に活用していけば、職員の

人の労力削減というか、あとは入力ミスが

なくなるとか、非常に優れたものなのだな

と思っております。 

 それで、この後、書かない窓口や何かの

関係でも、ＲＰＡのことが出てきますの

で、今の質問はこれでやめにして、２点目

の取組について質問をさせていただきま

す。 

 実はこのＤＸの関係、非常に分野が広く

て、質問をし出したら、これは切りがない

なと。本当にいろいろな分野に関係してく

る。それで、自分も知識が疎いものですか

ら、一番町民に密接に関係する分野は何だ

ろうと考えたときに、私の頭の中では、書

かない窓口、これが一つです。あともう一

つは、１２月２日から現行の保険証の新規

発行がなくなるわけですけれども、このマ

イナ保険証というのがあります。この２点

について、詳しく再質問をさせていただき

ます。 

 まず最初に、書かない窓口の関係です。

これは、皆さん新聞ですとかいろいろなと

ころで目にする機会が多いと思っておりま

す。先ほどの回答の中でも、北見市とか富

良野ですね、書かない窓口について調査を

したということであります。特に、書かな

い窓口は、何年か前に北見市が新聞に載り

ました。こんな便利なことが始まったのだ

なと思ったのですけれども、プロジェクト

チームで北見市に行って、書かない窓口の

ことも勉強されていると思うのですけれど

も、北見市はどのように取り組んでいる

か、そのことを説明をいただきたいと思う
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のですけれども、大変だね、これね。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） 書かない窓口

の仕組みということでよろしいでしょう

か。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） すみません、質問

の仕方がちょっとざっくりすぎて申し訳ご

ざいません。 

 自分がいろいろ調べてみた感じでは、書

かない窓口ってあるのですけれども、先行

的にされている町村は、例えばマイナン

バーカードをピッとやったら、住民票や何

かが書かなくても出てくるとかというのも

あります。ただ、それには、これは聞いて

いる話なのですけれども、マイナンバー

カードをピッとやっても、暗証番号を入力

しなければならないということがあるそう

です。実は私もマイナンバーカードをつ

くったのですけれども、暗証番号を覚えて

いないのですね。マイナンバーカードだけ

持って役場に来たのだけれども、暗証番号

はと聞かれたら分からないと。それで、う

ちに帰って探してみたとか、そういったこ

ともあって、意外と、カードリーダーとい

うのですか、専用端末、いいようで悪いな

というイメージを持ったのです。 

 北見市あたりはその辺、受付はどうなっ

ているかというと、どんなふうになってい

るのでしょうかね。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） 北見市を視察

させていただいて、まず流れを調査してき

たのですけれども、まず北見市役所につき

ましては、正面玄関というか、玄関から入

りましたら総合窓口がありまして、そこで

どのような御用件で来庁されたかを聞い

て、受付番号を渡して、そちらのどこの窓

口があなたの御用事のあるところですよと

いうようなことで御案内をしておりまし

た。 

 それで、例えば住民票の交付でしたら、

うちの足寄町でいきますと、住民課の窓口

のほうを御案内して、そちらで御本人から

住所とかお名前とか聞き取って、それを職

員がタブレットに入力をしていって、そし

て、どのような御用件かというようなフ

ロー図がございまして、それを示しながら

このように、あなたはこれ、この用件でし

たらこことここの窓口で受付が必要ですよ

みたいなことを御説明して、御本人にはマ

イナンバーカードとかそういうものを出し

ていただくということはその場ではござい

ませんでした。 

 そこで受け付けた結果、例えば住民票だ

とか保険担当だとか、そういうところで、

何か所かで用事がある場合については、そ

こを初めの受付の戸籍課とかのところで

チェックをしたら、まず１か所目で申請書

が出まして、そこで申請書を受けている間

に、先ほど言っていたＲＰＡというシステ

ムで、住民票なりを交付するというか、印

刷をして交付ができるような準備をしてい

るということで、そこで時間短縮になりま

す。 

 また、一番初めのところで要件を大体確

認できることで、そこで受け付けたこと

で、次の窓口のところにこういうお客様が

来ていますよというような情報が流れて、

次の窓口に行ったときにもう一回要件を聞

いて、初めから申請書を書いていただくと

いうような部分が削除というか省略され

て、お客様がそこで申請なり手続ができる

というような形を取っておりまして、毎回

毎回職員が用事を聞き取って書いたりと

か、そういうことが省略されるので、来庁

者の方も職員も手間が省けるといいます

か、時間短縮ができるというような形に

なっておりました。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） といいますと、ま

ず最初に役場に来ましたと。そうしたら総

合窓口みたいなのがあって、何の用事で来
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たかやるのですね。そうしたら、繰り返す

けれども、番号が出て、銀行に行ったら何

番とか番号が出ると、あんなようなイメー

ジで、この番号の方はここへ行ってくださ

いというスタイルなのですね。 

 それで、実は質問していてあれなのです

けれども、実は北見市の関係は、ユー

チューブで、書かない窓口は実は見てしま

いました。それで質問しているのですけれ

ども、例えば印鑑証明ですとか、住民票な

どというのは大した手続でないといいます

か、それ一つですから、そうそう面倒くさ

くないと思うのですけれども、例えば転入

されるとか、いろいろな手続がある機会。

そのときには、ワンストップ窓口、総合窓

口というそうなのですけれども、今課長が

説明あったように、町民は名前と住所を言

うと、それを職員が入力しますね。そうし

たら、いろいろな手続に申請書がいっぱい

あるのだろうけれども、例えば転入や何か

で、そういう場合は職員が入力したデータ

がＲＰＡというもので、ほかの申請書にも

自動転記されて、例えば転入して子供がい

たら児童手当の申請だとか、いろいろある

と思うのですけれども、そういった書類に

自動的に反映されるということなのですよ

ね。 

 それで、ちょっと今課長の説明を聞い

て、自分がうん？と思ったのは、私が見た

ユーチューブでは、町民はこの正規の窓口

では、ここに座っていて、ほかの人が来て

くれるのではないかなと思ったのですけれ

ども、そうではなくて、やはり各課回るの

ですか、手続ごとに。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） 北見市の場合

は、税とかの部分が別だったと思うので、

大きな役所になりますと、市役所になりま

すと、１か所ではないのかなと思います。 

 ただ、ほかのまちでは、１か所に座っ

て、お客様が動かないで、そこに職員が来

るというようなスタイルを取っているとこ

ろもあります。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） このワンストップ

窓口で、自分が一番いいなと思ったのは、

おくやみワンストップなどというのも今新

聞で出ていまして、大きな市役所だった

ら、一つの窓口に町民が座っていて、代わ

りに職員が来るとなると、職員派遣型とい

うそうなのですけれども、混雑する可能性

があると。だけれども、足寄のように人口

が少ないまちだったら、町民の方はここに

いてちょうだいと。そうしたら、例えばお

くやみの場合、いろいろな手続があると思

うのですけれども、担当の職員の方がそこ

に来てもらって、１か所で手続が終わると

いうのが、住民には優しいのではないかな

と。 

 これもお聞きした話なのですけれども、

今現在でも手続はアナログでされているの

でしょうけれども、死亡の関係では、１か

所で座っていて、職員の方が来てくれて手

続が完了していると聞いたのですよ。亡く

なった友達から。すごい親切でよかったと

本人は感激していましたので、そのことの

紹介もあわせてどうなのでしょうかね。こ

れから、書かない窓口は令和８年度からと

いうことなのですけれども、まだまだ時間

があるので、本当に費用対効果とかも考え

たときに、一体どのスタイルが足寄町にふ

さわしいのか、そういったところまで検討

というのは今の段階ではどうなのでしょう

かね。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 川上議員のおっ

しゃるとおりの考えでございまして、今い

ろいろな情報を集めています。北見市も

ネットで調べてこうだとかという話で。例

えば先進地のこういう事例があるといっ

て、そこにこうなっているのですよねと聞

きましても、それもう古いですというよう

に、日々その自治体自治体も見直しをして

いまして、今僕らが考えているＰＤＣＡと
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いうサイクルの中で、そんな悠長なことで

はなくて、本当に数か月でシステムが変

わっていくというようなところもあります

し、正解が、書かない窓口で、ワンストッ

プ窓口で、本当にいろいろなパターンが

あって、それも人口規模なり、その地域の

住民の今までの考え方もありますので、そ

の中で一番いい方法は何かというのは、本

当に今探っているところでございまして、

住民の方がその場でいればいいのか、職員

が集まればいいのか、そのために職員がス

タンバイしなければいけなかったり、その

ためのコストがどうなるのかとか、本当に

足寄町に合ったやり方というのを、本当に

先進地の話も聞きながら、それで議員のお

話も聞きながら、そのときによいと思った

ところで、まずはやってみて、やはりこれ

はちょっと違うなというのが絶対出てくる

と思いますので、ＰＤＣＡの本当に短いサ

イクルで進めていかなくてはいけないとい

うのが、このＤＸの考え方だというふうに

認識していますので、いろいろな御意見

を、お話を言っていただき、私たちも受け

止めて、またいろいろなところの情報を集

めながら、そのときの最適化を目指したい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 副町長から非常に

いい答弁といったら変ですけれども、あり

がたい答弁をいただいたなと思います。 

 実は、北見市もこの書かない窓口を進め

ていく段階で、非常に業務の見直しという

のを何回も何回も職員の方がされたと。副

町長がおっしゃったように、一度やってみ

ると。やってみた結果、これはいいけれど

もこれは駄目だよねと言いながら改善して

いく。ロールプレイと北見市では出ていた

のですけれども、デジタル化というのは単

純にマイナンバーカードを読み取る機械を

導入するだとか、あるいは顔認証のほうが

楽でないかとか、いろいろな機器の選定も

大事なのですけれども、その前にまず、ア

ナログの業務改革、これをきちんとやった

上で、本当に足寄町に合ったスタイルは何

なのかなというところ、これが恐らくデジ

タル化を進めていく上で重要なポイントな

のかなと私も思っております。 

 今、調査をしっかりされているというこ

とですので、大きく期待をしておりまし

て、特におくやみの場合は、遺族の方は大

切な肉親を亡くされて、それだけでも気持

ちが落ちているのに、いろいろな手続で煩

雑なのはつらいのかなと思うので、いい方

法を検討していっていただきたいと思いま

す。 

 それからちょっと話は前後するのですけ

れども、このプロジェクトチーム、１９名

選抜したとあります。この中には、課長さ

んは入っていらっしゃるのでしょうかね。 

 なぜそんなことを聞くかといいますと、

庁内を横断するのはいいのですけれども、

上部の職員さんだけでも駄目だし、若い方

も当然入っていかなければなかなかうまく

いかないのかなということで、一体プロ

ジェクトチームの構成メンバーというの

は、どんな役職で入っているのかなという

のをお聞きします。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） プロジェクト

チームのメンバーにつきましては、室長以

下の職員が入っております。また、課長に

ついてもおっしゃっていましたけれども、

課長は別にＤＸの推進委員会みたいなのが

別にございまして、そちらが上部組織で、

プロジェクトチームはその中での作業部会

ではございませんけれども、その中の検討

するチームということの位置づけになって

ございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 分かりました。実

動チームという表現はどうか知らないけれ

ども、室長以下で１９名でプロジェクト

チームがあって、課長は推進委員会みたい
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な上部組織というのですか、そういう流れ

になっているということでよろしいです

ね。 

 そういうことであれば、庁内の意思統一

も図りやすいのかなと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 先ほど話したマイナ保険証の関係であり

ます。皆さん御承知と思いますけれども、

１２月２日から現行の保険証の紙の新規発

行は廃止するということであります。 

 それで、実はこのマイナ保険証をつくっ

た場合、一体メリットというのはどういう

メリットがあるのかなという、その辺のと

ころが意外と、私もそうなのですけれど

も、町民の方も理解されていないのかなと

思うのです。それで、まずこの点、マイナ

保険証のメリットは何ぞやということをお

聞きします。 

○議長（髙橋秀樹君） 金澤住民課長、答

弁。 

○住民課長（金澤眞澄君） マイナンバー

カードが保険証として利用できますよとい

うことでございますけれども、それのメ

リットということでございますが、メリッ

トにつきましては、よりよい医療が可能に

なりますよということと、自身の健康管理

にも役立ちますよと、オンラインで医療費

控除が簡単にできますとか、手続なしで限

度額を超える一般的支払いが不要に今後な

りますよ、医療費保険の資格確認がスムー

ズに行えたり、マイナンバーカードを保険

証にひもづけることによって医療費コスト

の削減や、新しい健康保険証の発行がなし

でずっと使えますよという、こういうこと

がメリットとして言われております。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 住民課長、ありが

とうございます。 

 もっと分かりやすく、簡単に言ってもら

えないでしょうかね。例えば、よりよい医

療を受けられるとはどういうことなのだ

と。 

○議長（髙橋秀樹君） 川島病院事務長、

答弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えいたします。 

 端的に言いますと、現状では医療費２０

円節約できるというのがあります。２０円

節約できるのですけれども、実際は１割負

担の方だとか、２割とか３割の方がいらっ

しゃるので、２円とか６円とかの世界なの

ですが、そういった節約のメリットがある

ということと、あと、お薬手帳とかという

のがあると思うのですけれども、例えば、

診療情報を有効活用できるというか、過去

の履歴だとか、健康診断の結果だとか、そ

ういったものを医療従事者が確認をするこ

とができるというようなメリットで、その

後のスムーズな診療につなげることができ

るというようなメリットがあります。 

 あと、高額医療費の限度額というのがあ

りまして、入院したり何かしたときに、以

前は多分一時お金を払って、後から償還払

いみたいな形があったと思うのですけれど

も、これがマイナ保険証でやると、限度額

を超える部分の支払いは、そこの部分でも

う免除されてしまう。最初からもうその部

分は自己負担限度額だけで済みますよと、

そういうようなメリットがございます。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 確認をさせてもら

います。 

 医療費節約、３割負担では６円というこ

となのですけれども、それと、あと、今何

の薬を飲んでいるとか、どんな治療を受け

ているだとか、過去にどんな症状があった

とか、特定健診をされていれば、そのデー

タですとか、そういう例えば個人の医療に

関する情報というのが、マイナンバーカー

ドと保険証が一体になれば、新規で病院に

行ったときも、それが先生に伝わる、薬局

にも伝わる、一々本人が説明しなくても、

正しく伝わるということでよろしいでしょ
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うか。 

○議長（髙橋秀樹君） 病院事務長、答

弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えいたします。 

 カードリーダーのほうに受付を新規でし

ます。ひもづけされていない方は、その部

分でもひもづけもできるのですけれども、

一応そこで承諾だとかという、情報を提供

してよろしいですかとか、そういう承諾だ

とかを、はい、はいとかと入れていくので

すけれども、顔認証して暗証番号を入れ

て、その順番で、先ほどの高額療養費の部

分についても、はい・いいえのところで選

択をして、そこで御自身がいいですよとい

うふうになれば、全てその情報を見ること

ができるというような形になってございま

す。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） すみません。カー

ドリーダーの話が出ましたので、実は私も

マイナンバーカードはつくったのですけれ

ども、保険証とはまだひもづけをしていな

いのです。 

 どうやったら、マイナンバーカードと保

険証をひもづけできるのというところで、

町立病院には顔認証の機械があって、そこ

にマイナンバーカードをやって、いろいろ

な手続はあると思うのですけれども、暗証

番号を入れるとか、１回目はね。そういう

機械はもう今あるのですね。 

 それと、町立病院で、マイナ保険証を

使っている、使用されている患者さん、来

院される方の何割ぐらいの方、ざっくりで

いいです。１割ぐらいかなとか。 

○議長（髙橋秀樹君） 川島病院事務長、

答弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えいたします。 

 直近の数字ということで、３か月の数字

なのですが、私ちょっと調べた中で、６年

の４月の利用件数なのですけれども、レセ

プトの件数でいきます。１,１２８件中４

５人ということで４％、５月が１,１５０

件中１１件ということで４％、６月が１,

１２０件中２９件ということで６％という

ことになってございます。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） やはり低いですよ

ね。メリットを聞いたら、特にその医療情

報あたりは、複数の病院にかかっている場

合には非常に有益だなと。 

 たまたま私の父が、７月にちょっと肺に

水がたまって、町立病院に救急搬送され

て、私の父は町立病院にかかっていなかっ

たので、いろいろな情報を、あづまさんに

かかっているから、あづまさんから取り寄

せたと。そんなことも考えたときに、やは

りそういったカードがあれば、緊急の場合

の情報ですね、いち早く医師が知ることが

できるのなら、それはやはり救命にもつな

がるのかなと思ったものですから、そうい

うことであれば、やはりマイナ保険証を町

民の方にメリットを知っていただいて、多

く使ってもらえたほうがいいのかなと思う

のですけれども、なぜ利用度が低いのか、

その辺は川島事務長はどのようにお考えで

すか。実は私もまだやっていないのですけ

れども。 

○議長（髙橋秀樹君） 病院事務長、答

弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

私個人の考えでもよろしいですか。 

 恐らく私もニュースなどで拝見すると、

やはり個人情報の流出というか、そういっ

たことが何回かありましたので、そういっ

た部分が心配だという部分があるかと思い

ます。あと当院の場合ですと、高齢の方が

多いということで、やはり健康保険証を使

い慣れていて、窓口でカードリーダーを

やっていくと、毎回必ず受付機に通して暗

証番号をしてという作業があるのですよ
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ね。ただ、健康保険証だと、診察券と健康

保険証を窓口に出せばいいという、そうい

う慣れもあるとは思うのですけれども、一

応病院のほうでは、窓口のほうで必ず声か

けというか、マイナ保険証をお持ちですか

ということは窓口のスタッフのほうで声か

けはしているのですが、なかなか今の紙の

保険証が使えるということで、今後も１２

月２日、その１年間は今の有効期限がその

まま使えるだとか、あと資格確認書という

のが５年間つくっていない方に送られると

いう、そういう国のほうで想定しているよ

うですが、そういったことでなかなか進ん

でいないという実態はそういったところに

あるのかなというふうに私は思ってござい

ます。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） なるほどね。今の

現行の保険証も１年、足寄の場合は７月か

らでしたか、８月からでしたか、新規のも

のは。その人によって違うのかな。自分は

７月からなのですけれども、１年以内は今

の保険証が使えると。マイナンバーカード

とひもづけしなくても資格確認書というの

が勝手に送られてくるそうですね。そうい

うことであれば、なかなか高齢の方はやら

ないかもしれないですね。 

 １点だけ確認させてください。マイナン

バーカードと保険証を一体化する手続、

今、川島事務長は病院の顔認証の機械でも

できると言いましたけれども、ほかにやり

方は何かないのですか。どうしたら一体化

できるかという具体的なやり方です。 

○議長（髙橋秀樹君） 副町長、答弁。 

○副町長（丸山晃徳君） １年、２年前

は、マイナンバーをつくったら１万円、口

座をやったら５,０００円、国保やったら

５,０００円ということで、町でもそのと

きにキャンペーンでいろいろと情報管理、

住民課中心に登録していただいたのですけ

れども、これさえあれば顔認証もできます

し、マイナンバーもリーダー的なものもあ

るので、これでできてしまうところです。

ですので、やり方さえ分かれば、あとスマ

ホがあればできますし、一番簡単なのは役

場で相談していただければ代理で登録もで

きますということで、以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 今の説明では、例

えばスマートフォンがあれば、マイナポー

タルか何かから入れていくという、あれで

すね。そういうのも私みたいに苦手なやつ

は、役場の住民課に行ったらやってもらえ

るのですか。一緒にしてと。（「オーケー

です」と呼ぶ者あり） 

 そのときは何を持っていけばいいのです

か。マイナンバーカードだけでいいのです

か。それだけでいいの。（「パスワードで

すね」と呼ぶ者あり） 

 パスワード。はいはい、そこなのです

ね。分かりました。 

 あと、このマイナ保険証、例えば紛失を

もししてしまったよと。マイナンバーカー

ドもそうなのですけれども、これ結構やば

いような気がするのですよ。もしこれをな

くしたら、紛失したら、一体どういう手続

をしたら被害がないですかね。 

○議長（髙橋秀樹君） 住民課長、答弁。 

○住民課長（金澤眞澄君） もし紛失した

場合は、速やかに役場のほうに来ていただ

いて、手続をしていただいて、再発行する

こともできますので、まず役場のほうに連

絡していただいて、紛失の手続をお願いし

たいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 役場というのは住

民課でよろしいですか。住民課に行って、

落としてしまったと言えば、やっていただ

けると。分かりました。 

 それでは、マイナ保険証の関係も大体自

分が聞きたいのは終わってしまったので、

最後の地域社会のデジタル化の推進という

ことでお伺いをいたします。 
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 違った、すみません、勘違いしました。

まだ２番目の質問のお答えの中で、今後の

具体的な取組と課題で、課題としてイン

ターネットを使える人とか使えない人の差

があると、それが問題になるだろうと。あ

と、デジタル技術に不慣れな住民に対し

て、習熟度に応じた講習会の開催やサポー

ト体制の整備を行う必要があると考えてい

るとのことでございました。 

 これは実際にやっていただけるのでしょ

うかね、こういった講習会というのは。 

○議長（髙橋秀樹君） 保多総務課長、答

弁。 

○総務課長（保多紀江君） ＤＸのプロ

ジェクトチームの中でも話合いはしており

ますけれども、例えば住民の方に対するス

マホ教室ですとか、高齢の方へのスマート

フォンの教室ですとかを開催する必要があ

るなというふうに思っています。 

 また、習熟度に応じたというふうに先ほ

ど書いてありますけれども、やはりちょっ

と恥ずかしいから行けないなとか、参加し

づらいなという人もいるかなと思うので、

初心者教室ですとか、そういうような形で

レベルを設定するとか、それを例えば教育

委員会ですとか総務課なり福祉課なりが協

力をして開催をするですとか、もしくは、

例えば老人クラブとか、そういうようなと

ころにお邪魔してちょっと触っていただく

とか、そのようなことでいろいろな方にス

マホを持っていただくというか、そういう

ようなことに慣れていただいて、いろいろ

な手続が簡単になるとか、そういうような

サービスを受けて、御自分がよりよい生活

に、利便性がもたらされるような形にでき

ればなというふうに考えています。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） それは大変ありが

たいことだなと思います。ただ、スマート

フォンの講習会をやりますよ、初心者向け

と案内をしてもなかなか集まらないような

気がするのです。それは何かといいます

と、やはり本当にこれを使うことによっ

て、一体どんなメリットがある。どういう

ふうに楽になる。そういったことがまず理

解していただかないと、幾ら講習会の案内

をしても人は集まらないのかなと思うので

す。 

 ただ、今、習熟度に応じた講習会とあり

ますので、ある程度今のスマホを使いこな

している方だったら、例えばオンライン申

請のめどが、こういうオンライン申請がで

きますというメリットをばーんとうたえば

簡単に人は集まってくれるだろうし、むし

ろ、それぐらいレベルの高い人は、その案

内だけで恐らくＬＩＮＥを使っていろいろ

やるだとかできるのかなと。問題は、私の

ようなどうも苦手なのだよなというような

人を、いかに講習会に来ていただいて、メ

リットを理解してもらうか。その辺は、ま

ずは先ほど言ったアナログのところから始

まっていただいてもいいのかなという気は

しております。ただ、こういった講習会は

非常にありがたいなと思うので、ぜひ検討

をお願いしたいなと思います。 

 それでは、最後の質問になります。 

 私もデジタルの質問をしながら、非常に

疎いものですから、本当は各課長さんに、

おたくの部署ではどんなデジタルのことが

可能ですかという質問も考えてみてはいる

のですけれども、もう私の頭ではいっぱい

いっぱいですし、一つお伺いしたいのは、

町長に質問です。 

 十勝管内でも、いろいろな町村がデジタ

ル田園都市国家構想交付金を使っていろい

ろなデジタルの取組をされております。そ

れで、今年の５月にも、河野デジタル大臣

が農協組合長が主催した講演会がありまし

て、町長も出席されておりました。そのと

きの大臣の話は、取りあえずデジタル化し

ようということでは失敗しますよと。本当

に何が必要なのか、その課題を整理して取

り組んでいくのがいいのではないでしょう

かということでありました。 
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 町長から見まして、デジタル化に関する

町長の思い、そして、足寄町では、答弁も

いただいたのですけれども、特にこの辺の

ところをやっていけたらなという思いがあ

りましたら、町長のお考えをお聞きして、

一般質問を終了いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） デジタル化という

のは、やはりこれから必ず進めていかなけ

ればならない課題なのかなと思っていま

す。 

 私も決してデジタル人間ではなくて、ど

ちらかといえばアナログ人間ですので、決

して得意な分野ではないかなと思っていま

す。ただ、今これからの社会でいくと、デ

ジタル化というのは必須であって、これを

避けては通れない課題かなというふうに

思っています。 

 先ほど河野大臣が来られたときの話もさ

れていましたけれども、やはりデジタル化

するというのが目的ではなくて、何を解

決、今問題は何なのか、足寄町の問題は何

なのかという、それを解決するためにデジ

タルという、そういう技術を使って何がで

きるのかということになるのかなというふ

うに思っています。ですから、足寄町で今

ある課題、そういったものをまずは出し

て、それを解決するためにいろいろな方法

があると思うのですけれども、その中でデ

ジタル化をすることによって解決すること

はないのかといったところを考えていかな

ければならないのかなというふうに思って

います。 

 先ほどいろいろとこれから取り組まなけ

ればならない課題というのをお話しさせて

いただいていますし、川上議員からもいろ

いろとお話がありましたけれども、今後、

まずはやはり役場の中で十分に議論しなが

ら、先ほど言ったように何をしていかなけ

ればならないのかというところ、どんな課

題があって、どれをデジタルで、デジタル

技術を使って解決していくのかといったと

ころをまずはきちんと明らかにしていかな

ければならないだろうなというふうに思っ

ています。 

 推進計画の中でも、おおよそ、ほかのま

ちでもやっている部分もありますけれど

も、そういった取組のことを書いてありま

すけれども、そういったことも含めて、だ

けれども、それをそのままほかのまちで

やっていることを足寄町でやって、それで

うまくいくのかというとそうではないの

で、足寄町に合ったそういった取組という

のが必要になってくるのかなというふうに

思っているところであります。 

 今、書かない窓口だとかということも言

われていますし、もっと言えば、行かない

窓口だとかというようなことも何か言われ

ているようで、役場に行かなくても手続が

できるだとかというようなことも言われて

いて、先ほど副町長から話がありましたけ

れども、日々進化していく、そういったと

ころの中で、ある程度やはりやるときには

一定のお金もかかるわけですから、そのと

きそのときの状況を見ながら、また先も見

ながらそのときに一番適した取組を進めて

いかなければならないなというふうに考え

ています。今どれを取り組むのかといった

ところでは、これからの検討の中なのかな

と思っています。 

 それと、やはり町民の皆さんも、先ほど

のデジタル、僕もその一人ですけれども、

技術に疎い人間ですけれども、詳しく分か

らないだとかという人たちも多くまだい

らっしゃるのかなというふうに思っていま

す。ただ、これからの時代でいくと、やは

りスマートフォン、携帯電話がかなり町民

の皆さんの中にも行き渡っていくだろう

し、そういうものを活用しながら、このデ

ジタル化というのを進めていかなければな

らないのかなというふうに思っていますの

で、やはり多分かなりの方が既にスマート

フォンをお持ちになられていると思うので

すよね。ただ、実際どこまで機能を使えて
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いるかというと、なかなか電話だとかＬＩ

ＮＥだとかぐらいができるかな、僕なんか

その程度なのですけれども、そういったと

ころで、もっと活用すればもっといい、い

ろいろな情報も入ってくるし、それでいろ

いろな申請もできるだとかというようなこ

とになってくるのかなというふうに思いま

すので、今後の部分でいくと、スマホをあ

る程度使いこなせられるような、そういう

技術を皆さんに持ってもらうというか、知

識を持ってもらうというか、そういったこ

とがやはりこれから大切なのかなというふ

うに思っています。そのことによって、町

と住民の方たちとの連携というか、そう

いったものが双方向で取れるような形に本

当はなれるといいのかなというふうに思っ

ていますので、今後の課題ではありますけ

れども、一遍にはなかなかできませんが、

少しずつでもスマートフォンだとかをある

程度使いこなせるような人たちが増えてい

くような、そういった取組というのもこれ

からはやはり必要なのかなというふうに

思っています。 

 人口減少もあったり、それから働き手が

だんだん少なくなっていく、人手不足に

なっていくだとかといった部分などもやは

り課題としてありますので、そういったこ

とも含めてデジタル技術を使ってどう埋め

ていけるのか、どう解決することができる

のかだとかというのはこれからの課題であ

ります。 

 そういったことで、プロジェクトチーム

だとかでも中身を詰めていただくような形

にしますけれども、あと予算もかかります

ので議会の皆さん方にも御理解をいただか

なければなりませんけれども、そういった

形で少しずつ足寄町のできること、それか

ら今やらなければならないこと、そういっ

たところをきちんと明らかにしながらデジ

タル化を進めていければと考えているとこ

ろであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ただいま、住民課

長より答弁の説明不足というか、訂正がご

ざいますので、説明を求めます。 

 住民課長、答弁。 

○住民課長（金澤眞澄君） 先ほどの川上

議員の御質問の中でマイナンバーカードを

紛失した場合、どうしたらいいのかという

御質問だったのですけれども、まず役場に

来てくださいということだったのですけれ

ども、マイナンバーカードを紛失、盗難し

た場合、個人情報の流出の危険性もありま

すので、まずは、機能停止の手続を総合フ

リーダイヤルというのがございますので、

連絡していただいて、あわせて警察等に紛

失届も出していただいてから、役場のほう

に来ていただくのが一番好ましいというこ

とでございますので、補足させていただき

ます。申し訳ありません。 

 マイナンバーの総合フリーダイヤル……

（発言する者あり） 

 マイナポータルとか……、いいですか

ね。 

 まずは個人情報の危険性もあるので、警

察に届けていただくとか、窓口もあるの

で、まずそうですね。それで、最終的には

速やかに役場に来ていただければ、ここら

辺の手続も速やかにできますので、よろし

くお願いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 紛失だとかという

のはやはり心配になると思います。僕もマ

イナンバーカードは持っていますけれど

も、ふだん持って歩いていません。なくし

たら困るなという気持ちがあるのと、よく

病院に行ってもマイナンバーカード持って

きてませんかと聞かれるのですけれども、

すみません、持ってきていませんでしたと

言って保険証を出すのですが、やはりなく

したら困るなという気持ちがすごく自分と

してはあって、家の中に大切にしまってあ

ります。 

 そういうことで、きっと持って歩いてい
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ない人たちのほうが多いのだろうなと思っ

ていますけれども、本当になくしたら困る

なというのはやはり皆さんあると思います

ので、もしもなくしたということになる

と、いろいろなところに届出しなければな

らないところ、届けられるところというの

はあると思うのですけれども、やはり一番

分かりやすいのは役場にまず連絡してもら

うというのが、やはり役場か警察か、そう

いったところに連絡してもらうのがきっと

もってまずは一番いいのかなと思うので、

まずは役場に連絡していただいたら、その

ときにどこどこに、この電話番号のところ

に連絡して、停止するだとかというような

ことがお知らせできるのかなというふうに

思いますので、もしもなくしたということ

が分かったときに、やはり一番町民の人た

ちが連絡しやすいところは役場だろうなと

いうふうに、役場か警察かなというふうに

思いますので、まずはそこに連絡していた

だくのが一番かなというふうに思います。

その後、必要なところにやはり連絡すると

いうことになるのかなと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ９番川上修一君。 

○９番（川上修一君） 町長のお答えを聞

いて安心しました。自慢ではないけれど

も、私は免許証を２回なくしたことがあり

ますので、紛失した際は住民課に行って、

なくしてしまったよと。そうしたら、機能

停止のフリーダイヤルも教えてくれるし、

警察に連絡してと、教えていただけるとい

うことですね。安心しました。 

 それで、先ほど最後の質問と言ったので

すけれども、質問ではないのですけれど

も、１点話し忘れたことがあるので。町長

はスマートフォンをなるだけ多くの方が使

えるように講習会を考えていきたい。それ

は結構なことだと思うのです。ただ、これ

からデジタル化に取り組んでいって、いろ

いろな手続がオンラインでできるように

なった体制が整ったときには、スマホを

持っていた若い世代の方、あるいはそのス

マホの操作にも明るい方は、オンライン申

請の方がかなり増えていくのかなと。北見

市でも言っていたのですけれども、そう

なってくると来庁される町民の方というの

は、何か相談事があったり、あるいは本当

にスマートフォンを持っているけれどもよ

く使えないとか、そういった方なのだろう

なと。そういう方に対して、職員サイドで

少し申請業務の負担が軽くなったら、親切

な対応というか、時間をかけた親切な対応

ができるのではないかなということを北見

市ではおっしゃっておりました。 

 足寄町でも、デジタル化の推進も結構で

すけれども、やはりどうしてもデジタルに

できない方もいらっしゃいますので、二極

的な考えというか、デジタルでできる方は

デジタル、でもどうしてもできない方につ

いては、今までどおりのアナログなのです

けれども、やはり町民に寄り添った、今ま

で以上に時間を割いた親切な対応、そう

いったことも心がけていっていただけたら

と思います。 

 これで一般質問を終了したいと思いま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、９番川

上修一君の一般質問を終了いたします。 

 １１時２５分まで休憩といたします。 

午前１１時１３分 休憩 

午前１１時２５分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 次に、４番矢野利惠子君。 

（４番矢野利惠子君 登壇） 

○４番（矢野利惠子君） 通告に従いまし

て、一般質問を行います。 

 危険生物対策について。 

 足寄町では熊が民家の近くにまで現れ、

またスズメバチの巣が庭先にでき、住民の

命が危険にさらされることがあります。そ

の対策として、次のことをするべきではな
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いでしょうか。 

 １、熊の生息地域に住んでいる住民に、

熊よけスプレー配備に対する補助をする。 

 ２、昨年まで町職員が無料で行っていた

蜂の巣駆除を、今年から町内業者がやるよ

うになり、その費用を町民が負担するよう

に変わっています。この仕事を町予算で業

者に委託するか、または専門の職員を雇用

するなど、町民には今までどおり経済的負

担をかけないようにする。 

 これについてまずお聞きします。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 矢野議員の「危険

生物対策について」の一般質問にお答えし

ます。 

 １点目の「熊の生息地域に住んでいる住

民に熊よけスプレー配備に対する補助をす

ること」についてですが、本町周辺には野

生のヒグマが多く生息しており、目撃情報

も多数寄せられています。 

 まず、ヒグマ対策として大切なことは、

森や山に入る際に熊鈴をつけて歩いたり、

ホイッスルなどで音を出し、人がいること

をヒグマに知らせることと言われており、

遭遇しない、寄せつけない対策を取ること

です。それでも、偶発的に遭遇した場合に

は熊よけスプレーが有効と言われていま

す。しかし、ヒグマが至近距離まで近寄

り、襲ってきた際に使用する緊急的なもの

であり、誤使用等のリスクも高いと言われ

ています。また、目的外使用のおそれもあ

ることから、あくまでも自己責任で購入

し、適切に管理・保管を行い、取扱方法等

を守り使用すべきものと考えておりますの

で、現段階では購入に際し補助する考えは

ありません。 

 ２点目の「昨年まで町職員が無料で行っ

ていた蜂の巣駆除」につきましては、昨年

までは駆除を行える事業者が町内になかっ

たことから、依頼があれば無料で町職員が

駆除を実施していましたが、ここ数年、駆

除件数が増加しており、４年連続で１００

件を超え、令和５年には３００件を超える

など対応に苦慮しておりました。 

 このような中、町内事業者から令和６年

度より蜂の巣駆除の取扱いを開始する旨の

申出があったことから、本年より蜂の巣駆

除業務を民間へ移行するとともに、御自分

で蜂の巣駆除を行う方に対し、無償で防護

服等の貸出しを行うこととしました。 

 また、事業者の行う駆除は有料となるこ

とから、町民への負担軽減策として、７０

歳以上の高齢者のみの世帯等を対象に、駆

除費用の２分の１、１万円を上限に補助金

を交付することといたしました。 

 ８月末現在、防護服等の貸出依頼や駆除

相談の電話を受けた件数は１５０件ほどあ

り、防護服等の貸出件数は５０件、駆除費

用の補助件数は２３件となっております。 

 「蜂の巣駆除について、町予算で業者に

委託するか、専門の職員を雇用すべき」に

ついては、本年度から取扱いを見直し、補

助金制度を開始したことから、現段階での

変更は考えておりません。 

 取扱いが変わり、町民の皆様には御負担

をおかけすることとなりますが、今後も住

民生活の安全とよりよい環境づくりに努め

てまいりたいと考えておりますので、御理

解賜りますようお願い申し上げ、矢野議員

の一般質問に対する答弁とさせていただき

ます。 

○議長（髙橋秀樹君） 再質問を許しま

す。 

 ４番矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） これは「ほっか

いどう」８月号、要するに道で出している

広報紙なのですけれども、この中にヒグマ

に関する、まず１点目のヒグマのことにつ

いて、関するのが出ていて、数がやはり変

わってきている。平成２年には５,２００

頭だったのが、平成４年には１万２,２０

０頭にまで増えてきたと。やはり昔とは同

じには考えられないのですよね。そして、

熊よけスプレーというのは、猟銃の許可を
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持ってそれを持っている人はともかく、一

般の人が熊に遭遇した場合、反撃できる唯

一の武器であると言われている。やはり周

辺に住んでいる人にとっては、熊よけスプ

レーというのは重要なものであって、それ

は買うと高いのですよね。高いものは３万

円ぐらいから、効果があるのは１万円前後

ぐらいからなのかなとは思うのですけれど

も、熊によく遭遇する人には、熊がいろい

ろな性格を持っている。１本では足りなく

て２本持っているという人もいる。そんな

中でやはり、これについて少しでも補助を

していくべきではないか。上限５,０００

円ぐらいにして、半額まで補助。 

 大体、地方交付税が毎年町に来る。町民

の払う税金は、町税は約１０億円、使って

いるお金は約１００億円、残りの９０億

円、そのうちに地方交付税というのが、要

するに都会の人が払ったお金をここへ、田

舎にもたらされているわけですよね。そう

しないと、都会ばかりに人口が集中してし

まって、田舎にはもう住めないということ

になっているから、田舎に住んでいても都

会と同じような文化的な生活を保障するた

めに、今年は当初予算でいえば約４６億

８,０００万円、来ている。そういうこと

に使うべきではないか。田舎に住んでいる

者のリスクとして、熊の被害ということも

考えられるから、それを考えたら、当然こ

の地方交付税の使い道として当たり前の予

算ではないかなと、ここに補助するのは。

それについてどうなのか。地方交付税がこ

んなに来ているのに、それを使えないの

か、それをお聞きします。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 地方交付税が４６

億円ぐらい来ていますよと、それを使って

熊よけのスプレーをというようなことなの

かなと思いますけれども、必ずしもそうい

うことではないのかなと。交付税が幾ら来

ているからだとかという話ではなくて、熊

に対する、熊の対策としてどうするのかと

いったところになるのかなというふうに

思っていますので、今現在足寄町では熊の

駆除ですとか、そういう有害駆除ですと

か、そういったところでお金も使っていま

すし、そういう取組というのもしていま

す。 

 熊も確かに増えてきているという、そう

いう推計が出ていますけれども、最近ここ

数年、熊の被害だとかというようなことも

テレビだとかでも言われて、テレビ、新聞

だとかでも見る機会が多くなったのかなと

思っていますけれども、だからといって、

今この熊よけのスプレーが完全に町として

補助して出さなければならないような必要

性が今あるのかということを考えたとき

に、現時点ではまだないのかなというふう

に思っています。 

 熊も非常に警戒心の強い動物ですから、

そういった意味では、普通に考えると人間

のいるようなところには出てこないという

のが今までの考え方だというふうに思って

います。ただ、いろいろな新聞だとかテレ

ビだとかで見ていますと、里山というか、

山と住民の生活するところが非常に近く

なってきたというようなことで、熊も出て

くる機会がというか、熊が出没することが

多くなってきているというようなことも言

われています。ただ、そういうこともあっ

て、それとあと、熊も一般的には警戒心が

強くて、人間がいるところに近寄ってこな

いというのは普通だったのですけれども、

だんだん状況をテレビなど見ていますと、

そうでない熊も中にはいるようなことも言

われてきていますけれども、ただ、現状の

中で、今段階で熊よけスプレーを町として

補助するという考えにはまだ至っていない

というところであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 新聞記事、４

枚、５枚ぐらいあったと思うのですけれど
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も、熊の目撃情報が新聞に載っていると。

今までこんなになかったなと。芽登で熊目

撃、それは５０代男性が見た。次、また芽

登で熊２頭目撃、これは町外の７０代男性

が見た。そして、今度は、下愛冠の畑で作

業中の６０代男性が熊を発見。次は、喜登

牛で運転中の帯広市内の３０代男性が熊を

目撃という、本当に今までなかったくらい

に熊の目撃情報が多く寄せられている。や

はり、ここは考えて、年間１００万円でも

５０万円でもいいから、予算を取って、そ

の半額を上限決めて補助するという対策を

取っても、罰は当たらないのではないか。

かえって、ここ足寄は住みやすい場所だな

というふうになると思うので、そういう点

を考慮していけないか。そんな大きな予算

を取れというのではない、毎年ちょっとず

つの予算でいいから補助をやってほしい。

それについてお尋ねします。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 最近、熊の目撃情

報だとか新聞にちょこっと小さく出ていま

すけれども、確かに増えてきているのかも

しれませんが、熊の目撃情報は今までも

ずっとあって、毎年毎年何件かというか、

熊が出ましただとかということが、そうい

う情報は今までもずっとあるわけで、最近

新聞などにも載ってきているのは、いろい

ろと熊の情報というのは、頻繁に被害だと

かもあるということも含めて、多く載って

きているのではないのかなというふうに

思っています。 

 足寄町は、周りは森林ですから、そう

いった意味では熊だとか鹿だとか、いろい

ろな野生鳥獣が生息しているのはもう間違

いなくあって、その数も決して少ない数で

はないのだろうなというふうに思っていま

す。 

 ただ、まちの中に出てきたりだとかとい

うような状況もないわけですし、そういう

ことも含めて考えていくと、今段階でスプ

レーだとかというような配備が、みんなが

必要なのかというと、そういうことではな

いかなというふうに考えているところであ

りまして、今段階では、そういう補助だと

かというのは考えていないよということな

のです。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） みんなが必要と

いうことを言っているのではなくて、生息

地域に住んでいる人だけにでもこういう補

助をしたらいいのではないか。生息地区に

住んでいる方からの要望だったのですよ

ね。犬の散歩をしていても、いつ熊が出て

くるかと思ったら、本当に気が気ではな

い。そこを何とか町でやってくれないだろ

うかという、熊の生息地域に住んでいる方

からの要望を今話しているわけです。全員

に熊スプレーをやりなさいよと私は言って

いない。その地域に住んでいる人、特にオ

ンネトー地区だったら茂足寄地区ですか、

あそこは多分、熊が人間の味を知ったとい

う、そういう熊が生息しているのではない

かと予想される場所です。それを考えて

いったら、周辺に住んでいる人だけにでも

上限決めて補助していくべきではないか。

将来的にもそこを検討していってもらいた

いと考えますが、それについて返事をお願

いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 熊の生息地域はど

こからどこまでという話にもなってくるの

ですけれども、先ほども言いましたけれど

も、足寄町は周りに山林が多いところです

から、熊もやはり１か所にいるということ

ではなくて、かなり１日に何キロも動き

回っているというのが実態だと思いますの

で、たまたま通り道で国道を横断したりだ

とか、道道を横断したりだとかというとこ

ろもきっともってあるのかなと思います。

芽登だとか、それから螺湾地域だとか、や

はり山林の多いところ、そして山と山との
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間が比較的間隔がないというか、すぐに熊

がまた隠れることができるような場所だと

か、そういったところにはやはり出てくる

可能性というのは多いのかなと思っていま

す。そういった意味で、生息地域はどこか

らどこまでなのだという話にもなるわけで

すけれども、ただ熊が出てくる、先ほどの

目撃情報だとかで新聞などにも載ってくる

ように、芽登だとか、稲牛だとか、螺湾だ

とか、そういうようなところだとかという

のはやはり出てくる可能性はあるのかなと

は思っています。それは全くいないという

ことではないので、いるのだというふうに

思っています。 

 ただ、先ほどの散歩の中で熊と遭遇した

ら怖くてというようなお話もありましたけ

れども、一番最初にもお話させていただい

ていますけれども、やはり熊が寄ってこな

いような、例えば散歩するだとかといった

部分でいけば、先ほども言ったように熊の

鈴だとか、それからラジオかけたりだと

か、ホイッスルだとかというような、やは

り音だとか、それから匂いだとかに熊は敏

感だと言われていますので、そういうこと

で人間が近くにいるのですよということを

熊に知らせて、熊が寄ってこないと、そう

いう対応を、それぞれの、山に登る人たち

もそうですけれども、そういう人たちも併

せてしていただくというのが大事なのかな

と思っています。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 熊は人間の存在

を知らせれば寄ってこないというのは昔の

話で、今は興味を持って寄ってくる熊がい

ると。それは親が人間の恐ろしさを教えて

いないからだと。そしてＤＮＡ鑑定したの

か、足寄の茂足寄地区には、何と知床から

熊が移動してきて、そこの熊がいると、そ

ういうことも分かっている。だから、移動

範囲というのは、山の近くだったら本当に

大変だなと。町なかだったら熊など全然考

えないで住んでいるけれども、森林の近く

に住んでいる人にとっては真剣な問題では

ないか。ホイッスルなんか全然駄目だと、

ラジオの音もまるで駄目と。やはり一番よ

かったのは熊よけスプレー、それで今いい

のが出てきて９メーター先まで噴射でき

る、あと１５メーター先まで噴射できる。

専門家は５メーター先で１回やって、４

メーターのところでまた１回やって、そう

いうふうに何回かに分けて噴射すれば、す

ごく効果があるというふうに言っていると

ころです。 

 だから、本当に将来的に、出さないとい

うものはどうしようもないのだけれども、

一度町長も熊を見かけたりすればまた考え

も変わってくるのかなと思うけれども、や

はり町なかに住んでいる町長にそう言って

も駄目なのかもしれない。森林の近くに住

んでいる住民の声をまた直接聞くという形

も取っていってもらいたいなと考えます。 

 やらないというのはどうしようもないの

で、次の質問に移ります。 

 高齢ドライバーが免許を返納しやすい環

境づくりについて。 

○議長（髙橋秀樹君） 矢野議員、スズメ

バチのほうは。 

○４番（矢野利惠子君） すみません。次

に移る前にスズメバチのことがありまし

た。 

 スズメバチのことについては、私も今ま

で２回、町の職員の方に取ってもらったの

ですけれども、１回目は刺されてびっくり

して、そのときは病院に行ったのだけれど

も、そのとき蜂の巣を取ってもらって、と

ても助かりました。そして、次に見つけた

ときには、何かフラスコを逆にしたような

形のもの、そのスズメバチはちょうどみん

なが通る歩道のすぐそばにできていて、そ

れも取ってもらったという経験があるので

すけれども、今後それを取ってもらうこと

については、１件につき２万円も取られ
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る。７０歳以上の人には半額の１万円まで

出してくれるかもしれないけれども、だけ

れども、残りの１万円は自分が負担してい

かなければならないし、何にでも激変緩和

措置というのがあると思うのですよね。今

まで無料だったものが、いきなり２万円

と。それはちょっとあまりにもひどいので

はないかと。また、先ほどの地方交付税

だってそんなに来ているのは、都会の人と

あまり変わりない文化的な生活をするため

の地方交付税だと。ちょっとぐらいそれに

使ってもいいと思いますので、その点をど

ういうふうに考えているかをお尋ねしたい

と思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 蜂の巣駆除につい

てでございますけれども、足寄町では蜂の

巣を駆除する、そういう業者さんがいらっ

しゃらなかったということだと思うのです

けれども、ちょっとその経過はよく分から

ないのですけれども、昔から町のほうで駆

除をしてきたという経過がございます。ほ

かの町村でもいろいろそのまちによって状

況は違いますけれども、近隣で行くと本別

だとか陸別だとか見ても、やはり業者の方

が来て駆除をしているというのが実態で

す。大体その駆除の料金というか、それも

やはり１件２万円ぐらいというようなこと

でやっているというふうに聞いておりま

す。また、帯広だとかそういったところか

らお願いすると、足寄まで来なければなら

ないので、多分出張旅費だとか、そんなの

もプラスされて、もっと高くなるのだろう

なというふうに思っていますが、いずれに

してもほかの町でいくと、町民の皆さんが

蜂の巣を駆除するというところでは、２万

円だとかというような金額を負担していた

だいてというか、それぞれの責任で駆除さ

れているという実態がございます。足寄町

はたまたまそういう業者さんがいなかった

のでということで、町の職員がやっていた

ということにはなっていますが、町内にそ

ういう駆除をする業者さんができたという

ところで、民間でやっていただけるところ

はやはり民間でやっていただこうというこ

とで、民間の駆除をしていただける方にお

願いをするということにしました。 

 料金はやはり２万円ということ、１件当

たり２万円というようなことで聞いており

ますので、激変緩和ということではないで

すけれども、やはり高齢者の方だとか、防

護服貸出しもしていますので、自分でやろ

うと思えばやれるのですけれども、高齢者

の方だとか、なかなか自分でやれと言われ

てもできないよという方たちもいらっしゃ

るわけで、そういったところでは、補助と

いうことで先ほど申し上げましたけれど

も、７０歳以上の高齢者の方ですとかとい

うのは２分の１、１万円限度というような

ことで補助を出すという形にさせていただ

いたというところであります。 

 今年からそういうことでやってきて、今

年もどのくらいの件数があったのかはまだ

分かりませんけれども、昨年でも温暖化の

影響などもあって、だんだん増えてきてい

るということなのかなと思いますが、３０

０件ぐらいあるということでありますの

で、昨年で３００件ですから、今年も同じ

ぐらいもしかしたらあるかもしれないなと

思っています。そういった中で、業者の方

にお願いをしてやっていただいているとい

う状況となっています。 

 今まで無料というか、全部町でやってい

たというのが急に変わったと。１件当た

り、若い方であれば２万円かかるよといっ

た部分では非常に負担が大きいという部分

は分かるのですけれども、ほかのまちに行

くとそのぐらいはやはりどうしてもかかっ

ているというような状況も含めて、御理解

いただければなというふうに思っていると

ころであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 
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○４番（矢野利惠子君） ほかのまちでも

それぐらいかかっている。それならば、ま

すます足寄町はそういうことでは心配しな

くていいよというふうに、足寄町の魅力と

して今までどおりに蜂の巣駆除を町が責任

を持ってやる。やってくれる業者さんが

せっかくいるのだから、その業者さんに委

託するという形で持っていけないのだろう

か、そういう形が一番いいのではないか

と。何千万円もかかるわけではないと思う

から、そこのところを考えてもらいたい。

今まで町職員がやっていて、その分を仕事

に差し障りがあるから、残業手当が増えて

しまうのだと。だけれども、私、昔残業手

当を調べたことがあったのですけれども、

１位の人が３００万円くらいだったかな。

２位が２５０万円くらいだったかな。２人

合わせて年間で５５０万円の残業手当を

取っていた。その残業手当を業者に委託す

るお金というふうに振り分けたっていいの

ではないか。その点をお尋ねします。せっ

かくやってくれる業者さんが見つかったの

だから、その業者に業務を委託、町予算で

業務の委託をぜひ考えていただきたいと思

います。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 蜂の巣の駆除がゼ

ロ円でというところが、どれだけ足寄町の

魅力になるかどうか分かりませんけれど

も、確かにそういう負担がないというとこ

ろでは、いいということにはなるとは思い

ますけれども、しかしながら、やはりそれ

ぞれ、その駆除をしていただく方たちの受

益者負担みたいなところというのも当然必

要になってくるのだろうなというふうに

思っています。 

 何でもかんでも、町が何でもやって町民

の人たちの負担がないという、これは一番

いいですけれども、先ほども言われている

ように、交付税も四十何億円も入っている

のだからというようなお話もありましたけ

れども、しかし町内全体として考えたとき

に、その予算が全体として十分に足りてい

るのかと。大した金額ではないのだから負

担したらいいのではないかという、そうい

うお話だと思うのですけれども、やはりそ

れぞれ使うべきところがあって予算が配分

されているわけですから、そういうことを

考えていくと、単純に四十何億円ぐらいの

交付税が入ってきているのだから、その分

使ったらいいのではないかということには

やはりなっていかないのかなと思っていま

す。 

 今年から制度を変えさせていただいて、

民間の方にお願いをしていくという形にし

ていますので、また元に戻してだとか、元

に戻して町民の方たちの負担ゼロにします

だとかというようなことには、やはり簡単

にはなっていかないかなと思っています。

そういったことも考えて、現段階で変更す

る予定はありませんよということでお話を

させていただいておりますけれども、今年

１年間やってみて、どんな状況なのかとい

うのは見てみたいなというふうには思って

います。 

 先ほども言いましたけれども、全て町が

負担して、町民の方たちの負担なしでやれ

ますよというのは、確かに理想でいいかな

とは思いますけれども、全体的な予算の配

分ですとかそういったものを考えていくと

きに、決してそういう、そうすると蜂の巣

駆除だけではなくて、いろいろな部分で町

の負担、町民の人たちの負担ゼロにしたら

いいのではないかという話、そんな大きな

話ではないよと言われるかもしれないです

けれども、そういう話にもつながっていく

部分もあるのかなというふうに思っていま

すので、やはり負担していただかなければ

ならないところは負担していただかなけれ

ばならないというふうに考えております。 

 今回、目に見えて負担が増えたという部

分で、大変町民の皆さんには負担感という

のは大きいのかもしれませんけれども、御

理解いただければなというふうに思ってい
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るところであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） やはり今まで無

料だったものが、いきなり２万円かかると

いうのは、どうもやはり町民としては納得

ができないかな。３００件近く去年あった

そうですけれども、取った巣は４００個近

くになっているというふうに聞いている。

つまり１件で何個も蜂の巣があって、そし

てそこは農家が多いのだと。それならば、

農家を助けるためにも、安心して足寄で農

家をやるためにも、この蜂の巣駆除という

のは町の予算で、今までどおりにやってい

くべきではないか。取りあえず今まで無料

だったのに、それに対してお金がかかって

くる。そこが問題なのです。だんだん

ちょっとずつ値上がってきたから、それは

しようがないなというふうに考えられるこ

ともあるけれども、今まで無料だったもの

がいきなり２万円というのは、やはり町の

やり方としていかがなものか。もっとやり

方を考えていってもらいたい。今年はその

ように決まったのだから、来年度に向けて

今年の様子を見て、もちろん今年のほうが

去年よりもずっと蜂の巣は多くなっている

と思いますよ。地球が温暖化しているし、

全国的にスズメバチの巣が多くなっている

というふうに見ているので、そこのところ

を考えて、今までと比べてどうだったの

だ。そこが一番重要なポイントだと思う。

そして、田舎でも安心した生活を送ること

に。大体私が防護服を着てやるなんて、私

も年だから、若いときだったらそういうの

はできたかもしれないけれども、今は

ちょっと無理なので。 

 ７０歳以上の人にしか補助できない。そ

うしたら、残りの６０歳以下、ほとんどの

人が要するに蜂の巣駆除に対して補助金を

もらえないということになって、補助金を

もらっても１万円は負担しなければいけな

い。農家の負担を軽減する、安心して足寄

で農家をやれるということのためにも、業

者に委託してこの蜂の巣駆除をやるべきだ

と思いますので、今年もまた来年度に向け

て検討していってもらいたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） ここで、昼食のた

め、午後１時まで休憩といたします。 

午後 ０時００分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 ４番矢野利惠子君の質問の後の町長の答

弁から再開をいたします。 

 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 繰り返しになって

申し訳ありませんけれども、今までの経過

を見ていきますと、もともと足寄町には蜂

の駆除をする方がいなかったということ

で、町がやってきましたよと。今回、今年

からやっていただける業者の方ができたと

いうことで、業者の方にお願いをするとい

うような形で、有料になってきたという状

況です。 

 その中で、やはり大変な方たちもいらっ

しゃるわけで、そういう高齢者の方ですと

かというところでは、一定の補助も出しな

がら、住民の方の一定の負担も必要とさせ

ていただいているというような形になって

きています。 

 先ほどのお話で、農家の方たちのところ

も非常に多いというようなお話もございま

した。確かに農家の場合、倉庫があったり

車庫があったり、周りが自然に恵まれてい

るというか、木があったりだとか、いろい

ろな形で巣のできやすい環境というか、蜂

が住みやすい環境というのがある、そうい

うようなこともあって、農家の方たちのと

ころに多く巣がつくられているというよう

なことも実態としてはあるのかなというふ

うに思っています。ただ、先ほども言いま

したように、町民の皆さんにそういうこと

でお願いをしているところでありまして、
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農家の方たちだけというようなところには

やはりなっていきませんし、もっと言え

ば、まだ農家の方たちでいくと若い方たち

もいらっしゃったり、比較的重機だとかも

あったりとかして、駆除をするときにしや

すい環境も、もしかしたらあるかもしれな

いなというようなところもありますので、

農業振興は農業振興として、また別な観点

で考えていかなければなりませんし、そう

いう蜂の駆除のところで、農家の人たちも

というようなことで無料にだとかというよ

うな、今までと同様、昨年までと同様に町

民の人たちの負担を全くなくしてというよ

うなことにはなっていかないのかなという

ふうに思っています。 

 先ほども言いましたけれども、今年から

負担が増えるといった部分では、大変町民

の皆さんには負担をかけて申し訳ないなと

いうふうに思っていますけれども、いろい

ろ町民の皆さん方の一定の負担もしていた

だきながら、町の財政、町の事業を執行し

ているということを御理解いただければと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 人口がどんどん

減っているのに、本当に住みにくい、前よ

りも住みにくくまちを変えていってどうす

るというのが私の考えですけれども、やら

ないというものはどうしようもないので、

これで下がるしかないですけれども、ぜひ

弱い立場の人のことを考えていってほしい

なと。自分で防護服を着て蜂を駆除するな

んて、そんな人は７０歳以下の人でもなか

なかできるものではないので、そこを考え

ていってほしいなと。 

 問題なのは、今まで無料だったものがい

きなり２万円かかるということです。町民

の立場に立って物事を考えてほしい。これ

以上、やらないというのなら、この次のと

ころに行くしかないので。 

 次に、高齢ドライバーが免許を返納しや

すい環境づくりについて。 

 高齢になると免許を返納したほうがよい

とは考えますが、なかなか踏ん切りがつか

ないことが多いです。免許返納をしやすく

するために、次のことをしてはどうかをお

聞きします。 

 １、返納したときに返納祝い金を出す。 

 ２、交通の便のよくないところに住んで

いる住民には、町内の公営住宅などを積極

的に優遇あっせんし、郊外から町なかへの

移住サポートをする。 

 お願いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 矢野議員の「高齢

ドライバーが免許を返納しやすい環境づく

りについて」の一般質問にお答えいたしま

す。 

 １点目の「返納したときに返納祝い金を

出す」ことについてですが、運転免許証が

不要になった方や、加齢に伴う身体機能の

低下のため、運転に不安を感じるように

なった高齢ドライバーの方は、自主的に運

転免許証を返納することができますが、買

物や通院等が不便、公共交通機関が少な

い、バス代等がかかるなどを理由に、運転

免許証返納まで踏ん切りがつかない高齢ド

ライバーの方は多いと考えています。 

 一方で、全国的に高齢ドライバーによる

運転操作ミス等による交通事故が多く発生

していることから、高齢ドライバーの運転

免許証返納は、これからの交通安全推進の

ため、本町としても積極的に推進していく

必要があると考えています。 

 本町では、運転免許証を返納する際の運

転経歴証明書を取得する場合に必要な交付

手数料１,１００円を補助するとともに、

あしバスや患者輸送バスなどの運行を実施

し、交通手段の確保を行っていることか

ら、運転免許証返納時の祝い金進呈につい

ては考えておりませんが、引き続き運転免

許証返納について、高齢ドライバー本人並



 ― 26 ― 

びに御家族の理解が得られるよう情報提供

するほか、必要な対応について検討してま

いります。 

 ２点目の「交通の便のよくないところに

住んでいる住民には、町内の公営住宅など

を積極的に優遇あっせんし、郊外から町な

かへの移住をサポートする」ことについて

お答えします。 

 郊外にお住まいの独居高齢者や高齢者世

帯等の方が運転免許証を自主返納し、買物

や医療機関への通院、介護サービス利用な

どの日常生活上の支障が生じた場合、御本

人たちが市街地への住み替えを希望された

り、町福祉課の職員が相談を受けて課題解

決策の一つとして、住み替えを提案するこ

ともあります。 

 公営住宅は、住宅に困窮する低額所得の

方に賃貸することを目的に整備しておりま

すが、本町におきましては、郊外において

生活上の困難を抱えた方が公営住宅への住

み替えを希望された場合には、住宅を所有

している方でも公営住宅への入居申込みを

認めています。 

 希望する住宅への入居申込みが募集数を

上回った場合は、公営住宅法において、住

宅に困窮する実情を調査した上で、公正な

方法で選考することと定められていること

から、入居者選考委員会において選考をし

ています。選考においては、危険な家屋に

居住している、立ち退き要求を受けてい

る、現に住宅に困窮している等を確認し、

住宅困窮度の高い方を優先することとなる

ため、郊外居住者の優遇入居を行うことは

できませんが、選考から漏れた場合には、

他の公営住宅を紹介し、条件が合えば入居

いただくことになります。 

 今後も高齢者の方が住み慣れた町で安心

して暮らせるよう、「いくつになってもひ

とりになっても安心して暮らせる愛のま

ち」実現に向けて取り組んでまいりますの

で、御理解賜りますようお願いを申し上

げ、矢野議員の一般質問の答弁とさせてい

ただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） 再質問を許しま

す。 

 ４番矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） １点目の、返納

したときの返納祝い金のことについてです

けれども、返納するときの運転経歴証明書

を取得する場合の１,１００円を補助する

と。１,１００円要らないから、それは高

齢者の場合、免許返納した人はそれを自分

で払うから、それよりも気持ちの問題、

きっかけが欲しい。たとえ１万円でもい

い、それがきっかけとなって免許を返納す

るということになるのだから、そこを考え

てほしいなと。 

 今回の補正で上がってきたけれども、当

初予算で地方交付税、また言いますけれど

も、４６億８,０００万円が、今度は２億

１,５００万円補正になって４８億９,００

０万円もの地方交付税。この中のちょっと

ぐらいをこれに充ててもいいのではない

か。これで財政調整基金から２億円入れる

ところを戻している。それだけ余裕がある

のだったら、この高齢者のささやかな望

み、たとえ１万円でもいいのだ、気持ちの

問題だから、この願いに応えてもいいので

はないか、そこをお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 交付税の関係と財

政の関係については、確かに交付税が増え

てきていますけれども、当初予算でも財政

調整基金繰出ししながらやってきている中

ですので、トータルとしてそれが増えたか

らということで、財政的に２億円も増えた

のだからということで楽になるのではない

かということではないのかなと思っていま

す。 

 ただ、当初から財政調整基金等を取り崩

ししながら今の予算をつくっているという

ことを考えると、決してその増えた分が財

政調整基金を取り崩すのを少なくしたから
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ということで、それで財政的によくなった

のではないのかというのはちょっと違うか

なと思っています。 

 それから、運転経歴証明書の１,１００

円については、これをつくったときに、返

納ができるよとなったときに、免許証を返

すのがなかなか難しいよというか、自分の

証明書として自分を証明する、その証明書

というのは運転免許証で今までやっていた

のがなくなるよと、そういうことでいくと

何か証明になるようなものがやはり欲しい

というような声がありまして、そのときに

免許証の経歴証明書というのが出せますよ

ということになって、それは今までと同じ

ように顔写真がついた身分証明書として交

付できるものということでありましたの

で、そのときに身分証明になるようなもの

がやはりなくなるのはつらいという部分の

ための、そういう声もあったので、それ

で、それを交付してもらうためのかかる経

費について補助しましょうということでで

きたものでありますので、これは今マイナ

ンバーカードだとかというのができてきて

いるので、自分の身分を証明するというも

のはほかにもできてきているのかなと。な

い人もいるかもしれませんけれども、持っ

ていない人もいるかもしれませんけれど

も、そういうものもできてきているので、

これがないとという状況では今はなくなっ

てきているかなというふうには思っていま

す。 

 やはり免許証を返納するといったとき

に、一番返納したくないなと思うところと

いうのは、先ほども申し上げましたけれど

も、やはり自分が自由に移動して歩くこと

ができないだとか、買物だとか通院だとか

大変だねとかというようなことがあって、

できるだけ返納したくないと、自分が運転

できる間は免許証を持っていたいというふ

うに思っている方が多いのかなと思ってい

ます。 

 ただそうは言っても、一定の年齢が来て

運転が不安になってくる人たちもいるわけ

で、家族の人たちもやはりもうそろそろ免

許証を返納したほうがいいのではないかと

いうようなことで働きかける、そういうよ

うなこともあるのかなと思っています。 

 そういった部分で、一番不安に思われる

移動手段、そういったものをやはりきちん

としていかなければならないのかなという

ところでありまして、足寄町にもいろいろ

な交通手段がありますけれども、それだけ

で足りない部分もあるのかなというところ

で、そういう交通手段をどうしていくのか

といったところのほうが、返納をためらう

方たちには大きな部分なのかなというふう

に感じています。 

 そんなところで、どちらかというと、返

納祝い金という一時金的な形でのものより

も、交通手段をどうしていくのかといった

ところを検討するべきなのかなというよう

なことで考えているところであります。そ

んなことを考えながら、これからも、高齢

になって運転にちょっと不安があってとい

う方たちが返納しやすいような環境という

のは、やはりつくらなければならないのか

なというふうに考えているところでありま

す。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 取りあえず、町

は住民の願いとかけ離れたことを考えてい

るなと。マイナンバーカードは７９％にま

で普及している。そんな中で、運転経歴証

明書を取得する際の手数料１,１００円を

おまけする、出す、そんなこと、私は誰一

人としてそんな要求をされたことがない、

これを出してくれなんて。マイナンバー

カードがあるから、こんなのは要らないは

ずですしね。 

 そして、私は２人ほど免許を返納した方

を知っていますけれども、８０歳すぎの人

ですけれども、両方ともなぜ免許を返納し
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たかというと、事故を起こしたのですよ

ね。事故を起こしたことをきっかけに免許

を、もう八十何歳にもなるからということ

で返納している。私が言いたいのは、そん

なふうに事故を起こす前に、きっかけとし

て祝い金を出して、そして免許返納のきっ

かけをつくってもらいたい。事故を起こし

て免許を返納するのではなくて、祝い金が

あるから返納してもいいのではないか、そ

ういうところを、住民の気持ちを考えてほ

しい。住民と、気持ちとかけ離れた経歴証

明書１,１００円を補助する、そんなこと

は私は誰一人にしてそういう要求をされた

ことはない。今の現状を考えて、だから

きっかけとして祝い金をやってもらいた

い。 

 大体、高齢を理由に免許を返納する人は

一体年間何人いるのか、何百人もいるわけ

ではないから、そんなにそんなに予算を取

らないと思う。そういう予算の問題もある

かもしれないけれども、そうではなくて、

住民が何を考えているか、そこを検討して

やっていってほしいが、取りあえず住民の

意見、住民の気持ちを考えてほしい。そこ

を寄り添うことができるのかどうか、

ちょっとお尋ねします。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 運転経歴証明書の

関係は、その当時、そういうものが欲しい

という方たちがいらっしゃって、そういう

のを交付していたということもあって、そ

のときの必要性というのがあったのかなと

思っています。ですので、矢野議員は今、

そんなこと聞いたことは一回もないという

ことでありますけれども、その当時はそう

いう必要性があったということで出してい

ますし、現在は、先ほども言いましたけれ

ども、マイナンバーカードもあるので、自

分を証明する、そういう証明書というのは

一定程度ほかにもあるということで、少し

ずつきっと運転経歴証明書の発行の数、今

はよく分かりませんけれども、少なくなっ

てきているかもしれないなというふうには

思います。 

 あと、先ほど言いましたように、住民の

方たちがなぜ返納をしないのかといったと

ころでいくと、先ほど言ったようなこと

で、自分の行動に制限がかなりかかってし

まうというようなことがあって、まだ

ちょっと返納はしたくないなと思われる方

が多いのかなというふうに思います。 

 先ほど言われたように、交通事故だとか

そういったものが一つのきっかけになった

りだとかというのもありますけれども、祝

い金の贈呈、その一時的な一回きりの一時

金で、それが後押しになって返納するよと

いうのが果たして、どの程度いらっしゃる

のかなというところもあるかなというふう

に思っています。それで、皆さんが先ほど

言われたように、例えば１万円でもいいか

らというようなことで、１万円の祝い金み

たいなものがあるから、それならば私は運

転免許証を返納しましょうとなるかなとい

うのをちょっと私としては考えています。

必ずしもそのことで返納するという、それ

があるから私は返納しますと言われる方は

多分少ないのではないのかなというふうに

思っています。そういうこともあって、ど

うなのかなというところだというふうに

思っています。 

 それが例えば、祝い金のこの１万円をも

らえるから私は返納しますという方がたく

さんいらっしゃるとすれば、それはきっか

けとして非常に大きなきっかけにはなるの

かなというふうに思っていますけれども、

今段階でそういうきっかけになるのかなと

いう思いがあるので、現状の中ではもっと

広く考えて、住民の人たちの返納してもい

いと思われるような条件づくりというか、

そういったものがやはり先なのではないの

かなと考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 
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○４番（矢野利惠子君） 気持ちの問題だ

からということで、この返納祝い金を出し

てもらいたいというのは、高齢の８０歳す

ぎのドライバーの方に言われて、そうか、

そうですよねというふうに、前から自分は

それを言っているということで今言ってみ

たのです。それ以外にもサポートするとい

うことは、またこの後に一般質問される方

がいますので、その方にバトンタッチし

て、その対応をどういうふうにするかとい

う町長の答弁は、そちらの方に任せたいと

思います。 

 どうしてもやらないというなら、事故を

起こしたのをきっかけに免許を返納すると

いう、今の現状がそのまま続いていくしか

ないのかなと。 

 ２番、交通の便のよくないところに住ん

でいる住民に、公営住宅などを優先的に

あっせんしてもらいたい。どういうことを

言いたいかというと、もう高齢になったら

保証人になってくれる人がいなくなるので

すよね。保証人は必ず公営住宅に入るとき

には２人つけなければならない。地域に

よっては、とあるまちでは、障害を持って

いる人、それとあと高齢な人には、公営住

宅に入る際には保証人が要らないとなって

いる。そういうような優遇措置を足寄町で

も取れないのか、それを聞きたいと思いま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） 保多総務課長、答

弁。 

○総務課長（保多紀江君） 保証人の関係

なのですけれども、確かになかなか保証人

を探すのが大変だというようなお声は聞き

ます。ただ、足寄町としましては、今現在

お二人の保証人をつけることを定めており

まして、その理由といいますのは、もちろ

んよくあるお家賃の滞納の関係もございま

すけれども、例えば高齢になったりとかす

ると、逆にお金的な問題もありますが、も

し何か不測の事態が発生したときには、身

元を引き受けていただくというようなこと

もあって、保証人をつけることをお願いし

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 保証人のいる人

はそれでいいかもしれないけれども、何か

あったときはそれさえもないという人もだ

んだん多くなってきている。やはりそのと

きには町が責任を持ってやっていかなけれ

ばならないと思う。何かあったときには、

誰一人見る人がいないという、そういう場

合には、町がやはり責任を持っていくとい

うことをすべきではないか。それを将来的

に考えてもらいたいなと。無理やり保証

人、保証人といって、何かあったときにそ

の人が責任を取ってと、その何かあったと

きに責任取る人さえも今見つからない状況

のときが多い。それはやはり町で責任を

持って何かあったときは、本当に全く天涯

孤独で身寄りがない場合には、町が責任を

持つという体制を整えてもらえないだろう

か、お聞きします。 

○議長（髙橋秀樹君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（保多紀江君） 保証人がいな

い、本当にお身内のいない方というのも確

かにいらっしゃると思いますが、今は確か

に身内の方ということもありますが、知人

の方を保証人にお願いしてという方もい

らっしゃいます。また、今やはり保証人が

いないとか、遠いところに身内の方がい

らっしゃる方もいますので、保証機関とい

う、保険料を払ってそういうのを保証して

くれるという、民間の住宅とかで使ってい

るような制度もありますので、そちらの制

度の導入についても今ちょっと検討してい

るところでございまして、ただ、今、仕組

みづくりとか他町の状況とかも今確認して

おりますので、まだ今すぐというわけでは

ないのですが、検討しているところでござ

います。 

 また、本当に引受人のいない方について
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は、福祉課と公営住宅にお住みの方は総務

課になりますが、一緒にサポートしている

というところもありますので、御理解いた

だきたいなと思っております。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 例えば、家族と

全く疎遠になってしまって、保証人のいな

い人に対しては、どのようなサポートをし

ていっているのですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 森岡福祉課長、答

弁。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 現在福祉課の

ほうで、公営住宅にお住まいになっていた

独居の方でお亡くなりになった場合の過去

に対応した事例なのですけれども、御家族

がいらっしゃらない、どうしても連絡が取

れないという部分については、福祉課のほ

うでだびに付すだとかというところまでを

させていただいて、対応をしています。 

 その後、だびに付した後、御家族の方等

と連絡が取れた場合については、遺骨等の

引渡し等についてもさせていただいている

状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 遺族が、遺骨を

引き取りたくないというふうに言った場合

は、どのようになりますか。 

○議長（髙橋秀樹君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 過去の事例におきましては、皆さん、御

家族の方というか、御親族の方が引き取っ

ていただきましたけれども、その間、判明

するまでの間につきましては、一旦安置を

させていただいておりまして、そして、も

しその方が出てこない場合については、町

にあります有縁無縁仏のほうに納骨をさせ

ていただくというような形になると考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 分かりました。 

 高齢の人で免許を離した人で、いつまで

でも自分が生まれ育ったそこに住んでいた

いという人もいるのですよね。もう車もな

いから町なかに引っ越したほうがいいよと

言っても、なかなかそれは決心がついてい

ない。そういうところを優遇措置をして、

公営住宅、今、公営住宅はたしか余ってい

ますよね。昔は公営住宅入居者募集なんて

なかったのに、ここ五、六年前から入居者

募集というのが回覧に入るようになってき

た。そこを考えたら、やはり公営住宅に、

本人はなかなか自分は行きたくないと考え

ているから、そこはもう町のほうから、優

遇をしてあなたに用意しますから、町なか

へ引っ越したらどうですかということを積

極的にやってもらいたいなというのが私の

希望だったのですよね。そこのところを、

本当に今後もこんなにどんどん人口が減っ

てきたらやっていかなければならないこと

だと思う。将来的にそういうことも考えに

入れてやっていってもらえるのかどうかお

聞きします。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） やはり御本人が

ずっと住み慣れたところで住み続けたいと

いう方が多いだろうなというふうに思って

います。ですから、例えば郡部のほうで住

まわれていた方がまちの中にという、これ

はなかなか簡単に踏ん切りがつかないとい

うところもあるのかなというふうに思って

います。できるだけ自分でやれるうちは、

なるべく今住んでいるところでということ

で考えている人が多いと思うのですけれど

も、今後の部分でいくと、とはいえ、やは

り運転免許証の関係だとか、自動車の関係

だとか、自分の交通手段だとかいろいろな

ことを考えていったときに、まちの中に住

んでいたほうが買物だとか、それから病院
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に行くにしても便利になるわけで、そうい

うことを考えていくと、なるべくまちの中

に住んでいただいたほうが、その方の生活

していく上でも非常によいことなのかなと

いうふうに思っています。 

 ただそうはいっても、やはり御本人の意

思があるので、勝手にこっち来てください

とかというような話には、ここ空いている

からここに来てくださいとかということは

なりませんので、そこはお話ししながら、

例えば保健師さんが行っているところだと

か、それから民生委員さんがたまに顔を出

していくとか、そういういろいろな機会の

中で、やはりいつまでもここで住み続ける

のはちょっと厳しいよねという方たちに、

まちの中で住んだらどうですかというよう

な声かけだとか、そういったものはしてい

ただけるかなというふうに思っています。 

 それで、公営住宅だとか、そういったと

ころがお話のとおり空いているところもあ

りますので、そういうところでもいいよと

いうことで、お話が進めば引っ越しをして

まちの中に住んでいただくというようなこ

とは可能だというふうに思っています。 

 そこが積極的に言える人と言えない人と

いうのはやはりあるのかなというふうに

思っていまして、お話しして、説得でもな

いかもしれないけれども、お話ししなが

ら、やはりこれから生活していく上で一番

いいところ、もしかしたらまちの中だよね

というようなことになれば、そういう形で

来ていただくと、引っ越していただくとい

うようなことは可能だというふうに思って

います。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ４番矢野利惠子

君。 

○４番（矢野利惠子君） 取りあえず、住

民の立場に立って、それで町政を進めて

いってほしいなと。上から、予算がどうの

形式がどうの法律がどうのとか、そうでは

なくて、住んでいる人の立場に立って、そ

して、いろいろな物事を進めていってもら

いたいというのが私の希望です。 

 今までの答えがそういう答えなので、あ

とは、高齢ドライバーのことのその後の方

針については、次の一般質問をする方々と

も重複していますので、そちらの人に任せ

たいと思います。ありがとうございまし

た。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、４番矢

野利惠子君の一般質問を終了します。 

 次に、５番田利正文君。 

（５番田利正文君 登壇） 

○５番（田利正文君） 通告書に従って一

般質問を行います。 

 件名、里見が丘公園と周辺地域の現況と

課題について。 

 １、２０１１年（平成２４年）「十勝管

内随一の芝桜公園」という新聞報道を機

に、里見が丘公園と芝桜公園の現状と在り

方についてただして以来、系統的に一般質

問をしてきました。 

 令和３年１２月議会の答弁では、「観

光・集客施設としての位置づけから、町民

の憩いの場・レクリエーションの場へと移

行させ、芝桜だけでなく、現地に生育する

桜やツツジ、珍しいコケなどを観察できる

緑地公園として維持管理に努めてまいりた

い」との答弁がありました。 

 こうした経緯を踏まえて、今後芝桜公園

をどう利活用していくのかが問われていま

す。１０年から１５年後を見据えて、まち

づくりの視点で早急に具体化していくこと

が必要と思います。町長の所見を伺いま

す。 

 ２、出合いの森などの遊歩道では、ネイ

パルのウオークラリーなどで町内外を問わ

ず多くの方が利用されています。この遊歩

道では、倒木の処理や草刈りなど維持管理

がなされておりますが、公園内の現状を見

ると、補修・改善すべき点がありますの

で、以下の点について今後の取組を伺いま

す。 
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 ①キャンプ場について。 

 ②足型公園について。 

 ③ひょうたん池について。 

 ④全体の遊歩道について。 

 ⑤里見が丘公園一帯で使用する水源につ

いて。 

 以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 田利議員の「里見

が丘公園と周辺地域の現況と課題につい

て」の一般質問にお答えします。 

 １点目の「令和３年１２月議会の答弁を

踏まえて、芝桜公園をどう利活用するのか

が問われており、今後、まちづくりの視点

でどう具体化していくのか」についてです

が、フラワー園地の芝桜は、これまで専門

業者の指導を仰ぐなど、復活に向けて取り

組んでまいりましたが、以前のように斜面

一面きれいに芝桜を咲かせるには、費用や

維持管理の面から困難と判断し、芝桜と展

望台付近のツツジ等を鑑賞できるフラワー

園地として、現在は除草等を中心に維持管

理を行っております。 

 また、フラワー園地は、令和３年第４回

定例会において、田利議員の一般質問にお

答えしましたとおり、観光、集客施設とし

ての位置づけから町民の憩いの場、レクリ

エーションの場へと移行させ、散策やウ

オーキング等ができる公園内の緑地として

位置づけたところであります。 

 次に、２点目の「出合いの森などの遊歩

道の現状を見ると、補修・改善すべき点が

あるが、今後の取組は」の①「キャンプ

場」につきましては、これまでに既存の施

設を生かしつつ、利便性及び安全性を向上

させるための改修等を行ってまいりまし

た。今後は、自然を身近に感じることがで

きる野趣あふれた施設として、利用者の

ニーズや必要性を見極めながら、維持管理

の範囲内で必要箇所の補修・改修を行って

まいります。 

 ②「足型公園」につきましては、親水広

場の足型部に土砂が流入し堆積しており、

撤去の必要性は認識しておりますが、土砂

の撤去や運搬する車両の進入方法など解決

すべき課題があるため、現在、未着手の状

況にあるほか、老朽化が進むその他の施設

は緊急度を考慮した上で、補修・改修を

行ってまいります。 

 ③「ひょうたん池」につきましても、現

在土砂が流入し堆積している状況にありま

す。池の機能回復のために撤去の必要性は

認識しておりますが、②の足型公園と同様

の課題があるため、今後予定する池周辺の

園路の整備と併せて撤去する方向で検討を

進めてまいりたいと考えております。 

 ④「全体の遊歩道」につきましては、大

規模な改修等は困難であると考えますが、

出合いの森内の遊歩道は、主にネイパル足

寄利用者のウオークラリーコースや散策路

として利用されており、水はけの悪い箇所

や木道、木橋等が一部破損しているほか、

誘導板等の文字が確認できないなどが見受

けられるため、優先度を考慮した上で補修

等を行ってまいります。なお、誘導板等は

今年度に更新等を予定しております。 

 ⑤「里見が丘公園一帯に使用する水源」

につきましては、公園内に水源を有してお

り、水源からの水は主にキャンプ場周辺や

里見が丘商店街で利用されております。水

源地は本町が維持管理を行っており、引き

続き、安全で安心な水の供給に努めてまい

ります。 

 今後も公園利用者の皆様に満足していた

だけるよう、適切な維持管理に努めてまい

りますので、御理解を賜りますようお願い

を申し上げ、田利議員の一般質問に対する

答弁とさせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） 再質問を許しま

す。 

 ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 通告書の書き方が

悪いというか表現が至らなかったために、

私の思い、考えと聞きたいことが全く伝
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わっていなかったというふうに感じていま

す。 

 里見が丘公園と周辺地域、１０年から１

５年後を見越して、まちづくりの視点でと

いう三つのキーワードは入れたのですけれ

ども、それでも無理だということがよく分

かりました。なぜかというと、後で読んで

みて、再質問を考えるときに読んでみて、

せめて「芝桜公園を含む里見が丘公園全体

を」と入れれば、まだ違ったのかなという

思いがありました。それがなかったため

に、今町長が答弁していただきました芝桜

公園だけになってしまったのですね。 

 今日私がお話ししたいのはそこではなく

て、それも含めているのですけれども、簡

単に言えば、キャンプ場の駐車場がありま

すよね。春に行けば桜がきれいですね。秋

に行けば紅葉がきれいです。あれを里見が

丘公園全体に広げたいという思いがある。

それができないかという質問をしようと

思ったものが、ちょっと書き方がまずかっ

たという点であります。 

 それで、里見が丘公園と周辺地域をどう

していくのか。１０年から１５年後を見据

えて、まちづくりの視点でという考えの下

で再質問させてもらいます。 

 芝桜公園のところだけで、町長が考えて

答弁していただきましたから、改めてまた

大きな話になってしまいますので、申し訳

ありませんけれども、即応をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

 それで、手元にせっかく配られました里

見が丘公園の散策路位置図というのが配付

されていると思います。これをぜひ見てほ

しいのですけれども、今私が言いたいこと

は、下に国道がありますね。そして、右に

上がっていくところがあります。右側が、

言わば植林しているところですけれども、

その上のほうに、陵雲荘だったでしょう

か、がありますね。そこのところからずっ

と降りてきて、博物館のところまでを、先

ほど言った、もっと詳しく言いますと、全

国全道至るところで桜の名所とか紅葉の名

所とかがあると思います。そういうふう

に、この地域を１０年から１５年かけて、

じっくり計画的に手入れをしながらできな

いかという思いがあるのです。言えば、管

内随一の森林公園ですと言われるぐらいの

ところまで持っていけないだろうかという

思いが、今回の１問目の質問の趣旨であり

ます。 

 前町長が、本町市街地への玄関口でもあ

り、町の財産といいますか、外に向かって

売りになる地区、町が誇る地域なのかなと

いう答弁をしております。１２年前の話で

すが。この視点を現時点でどう具体化して

いくのかと、その方法として、この地域の

在り方、利活用の仕方を先ほど述べた１０

年から１５年、あるいはまちづくりの視点

でというようなことも含めて、計画を検討

し具体化していくことができないかという

ところであります。 

 今、私がお示しをした元陵雲荘のところ

から、博物館までといいますと、足寄町、

本別町、私有地も含まれていると思うので

すね。だから、なかなか難しいのかなとい

う思いはあります。下りてくるところに

は、ドライブインの廃屋があります。あれ

をいまだにまだ撤去されていませんし、あ

そこに「危険につき立入禁止です、本別

町」という立札を立ててもらうということ

もまだできていませんので、そのぐらいの

配慮を求めてもいいのではないかという思

いがあります。というのは、あそこを通っ

てくる方、お分かりのとおり、知らない方

は全部あそこを足寄町だと思います。足寄

町はだらしないなと思いますよね。そうい

う思いがあって、そういうこともやってい

く必要があるのだろうと思っていますが、

それも含めて北海道との関係も出てくるで

しょうし、なかなか難しいこともあるのか

と思います。だけれども、逆に今言ったよ

うな大きな方向で楽しみながら、町民の方

も参加してもらえるような、言わば巻き込
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んだというのでしょうか、そういう手法も

考えながら、あの一帯をそういう森林公園

にしていくという方向で考えることができ

ないだろうかと。今すぐやりますというこ

とは答弁はなくても結構ですけれども、そ

ういう方向で検討できないかという思い

が、１点目の考えであります。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） ちょっと私ども

で、芝桜公園のところのお話をずっといた

だいていた部分もあったので、田利議員か

らお話あったときに、そこの部分のお話な

のかなというふうに思って、回答させてい

ただいたところであります。 

 なかなか田利議員が言われていたよう

な、そういう大きな視点で見ていなかった

ので、回答の内容としては思われていたと

ころよりも大分違うのかなというふうに

思っているところであります。 

 安久津町長の話も出ていましたけれど

も、１２年前に里見が丘公園の再整備をや

りますというようなときに、運動、スポー

ツをするところと、それから交流ゾーンで

すとか、出合いの森だとかいろいろと分け

て、それぞれに整備をしていこうというこ

とになりまして、当初いろいろとキャンプ

場だとかもオートキャンプ場だとかそう

いったものにというような話もありました

し、そういう話で最初は進んでいたのです

が、町として当てにしていた補助金がかな

り縮小されたというところもあって、新し

い事業になかなかその補助金がつかないと

いうようなところもあって、今まで、今年

来年ぐらいまでにある程度補助事業だとか

をお願いして、補助を使ってやる整備とい

うのは終わるのですけれども、一定の整備

が進んできたのかなというふうに思ってい

ます。 

 その中では、スポーツ関係でいくと野球

場ですとか、総合体育館、プール、そう

いったところの整備ですとか、そういうの

も一定程度されて整備が進んできているの

かなというふうに思っていますし、一定の

環境として整ってきている部分というのは

あるのかなというふうに思っています。 

 前からも言われていましたように、出合

いの森だとかというのは、足寄町にとって

は非常に重要な部分というか、まちの財産

ですよということで言われていまして、こ

れだけ大きな森林面積があって、その中で

散策路があって、散策したりすることがで

きるような場所というのはそうないだろう

というようなことが言われていて、出合い

の森などの整備なども、当時、多分１２年

ぐらい前になると思うのですけれども、そ

の当時は話がされていたのかなというふう

に思っています。 

 ただ、現状でいくと、なかなかそこまで

手が回らなかったというか、この１２年ぐ

らいずっと整備を続けてきましたけれど

も、一定の補助金でやれる部分というのが

一定程度終わってきたところで、残ってい

るところというような形になりますし、そ

の中で今年、キャンプ場というか、下の里

見が丘公園のところからキャンプ場に向け

ての道路が一定程度整備されたり、それか

ら看板等が整備されたりというようなとこ

ろで、大体一定の公園の再整備が終わると

いうようなことになるのかなと思っていま

す。 

 今後の部分、それでいいのかと、これで

終わりなのかというところになってくるの

かなと思いますけれども、まだ具体的にど

うしていくのかというようなところは、ま

だまだ何も話はされていないところであり

ます。ですから、今後の部分でいくと、一

定の整備がされたその公園をどう今度は活

用していくのかなといったところに入るの

かなというふうに思います。 

 今回、この後もいろいろと、具体的に整

備が、補修だとか維持管理だとかという部

分で進めていく部分もありますけれども、

そういう中で、今後の部分でいくとどう進

めていくのかというところになるのですけ
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れども、今の段階でいくと、大きな構想と

いうのはありませんけれども、基本的に維

持管理等を含めながら整備をしていくとい

う状況になるかなというふうに思います。 

 言われているように、例えばお話のとこ

ろでいくと、きっと国道沿いだとかにずっ

と桜並木みたいな形で整備がされて、芽登

のほうから足寄に来ると、足寄のまちに

入ってくる途中で、春だけの話ですけれど

も、桜並木が見えてだとかというようなこ

との、そういうようなところをつくっては

どうかというようなお話だと思うのですけ

れども、そこら辺でいくと、やはり国道沿

いにそういう木を立てることが本当に可能

なのかだとか、それと多分本別町にもかぶ

るところもありますし、いろいろな関係も

ありますので、簡単にできるような話では

ないかなというふうに思っています。 

 今思っているのは、なかなか新しいとこ

ろに本当は手をつけられたらいいのかもし

れませんけれども、現状今ある出合いの森

ですとか、そういったところをどう整備し

ていくのか、どう活用していくのか、そう

いったところをまずは考えていかなければ

ならないのかなというふうに思っていま

す。 

 当初予定していたように、この出合いの

森にもっともっとお客さんが来てもらっ

て、森林レクリエーションというか散策し

てもらったりだとかというような、そうい

う取組がどうできるのかなというところに

なるかなというふうに思っています。新し

くやるためにやはりいろいろとお金もかか

るわけで、そういうことを考えていくと、

今現状あるところをまずはどう生かしてい

くのか。それがきちんとできた後、さらに

次のところをどう整備していくのかという

ところになるかなというふうに思っていま

すので、一応来年ぐらいで大体一定の、こ

れまで進めてきた里見が丘の再整備が終わ

るという段階で、次のところをまた考えな

ければならないですし、まずはどう活用し

ていくのかといったところなのかなと考え

ているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 再質問をいろいろ

考えていたのですけれども、答弁を受けて

ごちゃごちゃになっていますので、あちら

こちら飛んでしまうと思うのですけれど

も。この質問をするに当たり、何年かぶり

にあそこをずっと歩いてみました。途中で

腰痛が再発して歩けなくなったところは何

か所かあるのですけれども、前町長が言っ

ているように、本当に足寄町が誇る地域だ

というふうに実感しました。今の時期に歩

いてきましたらね。森林浴に行ってもオー

ケーです。ただ、僕らのような高齢者があ

そこを歩くのはちょっときついです、アッ

プダウンがきつくて。それから、木柱の階

段があるところ、あそこは大変ですね。

やっと上がりましたけれども、間違って落

ちたら多分今ここに立っていないですよ

ね。そういうところが、階段が６か所ある

のですね。そういうところがあります。そ

ういうのはあるのですけれども、後からま

た一つずつ質問していきますけれども、洗

い越しのところ、ひょうたん池のところ、

親水ゾーンのところ、あの辺りにきちんと

した遊歩道、ここでは今散策路と図面では

なっていますから散策路として発言します

けれども、散策路がきちんと整備されれ

ば、今私が言ったように、すばらしい森林

公園になるのだなという思いがあります。

まず、それを先にお伝えしておきたいと思

います。 

 それで、確認を一つずつしていきますけ

れども、まずは芝桜公園のことです。現状

のまま手を加えず、草刈り、遊歩道の維持

を管理するということでいいでしょうか。

手を加えないと。現状のまま、これ以上何

かを植えるとか何とかしないと。今のまま

緑で保存していくということでいいでしょ

うか。 



 ― 36 ― 

○議長（髙橋秀樹君） 松野建設課長、答

弁。 

○建設課長（松野 孝君） まずは現況の

生きております現在の芝桜、それとツツジ

等で、取りあえず現状のままで除草等の維

持管理をしていくという形で考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 二つ目ですけれど

も、これ以上経費をかけないという点でい

けば、現状のまま維持するというのが一番

ベターかなと思います。ただし、私が冒頭

で一番大きい質問の中で言ったように、あ

そこ全体をというふうに考えたときには、

ちょっと違うかなという思いがあるのです

ね。それで、金刀比羅神社だったでしょう

か。北見ですけれども、地域の人々に協力

をしてもらって、子どもの出生日、あるい

は入学、卒業、成人、結婚などの記念日に

桜の木を植えてもらおうと。今現在はすご

い桜の名所になっているのですよね。何千

本だったか忘れましたけれども、そういう

名所になっています。そういうところの経

験を学んで、あそこの芝桜の跡地を、公園

の跡地をそういうふうに活用することもで

きるのではないのかという思いがあるので

すけれども、そういう考えに、考えにとい

うのはおかしいですね、検討する余地はな

いでしょうか、そういう点では。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほども、答弁の

中と今のお話の中でもありましたけれど

も、現状を維持管理していくという形で、

緑地で、町民の人たちが散策したりだと

か、レクリエーションだとかというところ

で使ってもらったりだとかというような形

で維持管理をしていくという、そういう考

え方であって、今後そこにまた新たに植林

だとかというようなことは、今の段階では

考えてはいません。現状としては、そうい

う形で進めていこうと考えているところで

あります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 私も、あそこはあ

れ以上いじらないほうがいいという思いが

あります、正直なところ。だけれども、先

ほど言ったように、全体の大きい構想の中

で考えると、あそこに植樹祭を町でやって

いますよね。あの植樹祭をあそこに場所を

指定してもらって、あそこに桜を植えると

は限りません。もちろん、いいものを選定

してもらって、あそこに植えるという、植

樹祭で植えてもらうという取組はできない

でしょうか。そういうこと自体がやること

ができないでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 植樹祭、しばらく

町民の植樹祭というのはやっていないので

すけれども、最近でいくと、第一生命さん

がやってくれている第一生命の森というこ

とで、多様な森づくりというようなことを

やっています。今年もやっているのですけ

れども、３年間くらいでミズナラとエン

ジュを植えるということで、多様なという

ことで広葉樹だとかを植えているような形

でやっていますけれども、町民植樹祭とし

て行っているということではないです。町

民の人たちも参加はしてもらっていますけ

れども、名目としては第一生命の森の整備

というような形でやっています。 

 しばらく町民植樹祭はやっていないので

すけれども、なかなか近場でいい場所がな

いというようなところもあって、やれてい

ないのですけれども、例えば今言われたよ

うに、里見が丘のところがそういう植樹祭

の場所になるかどうかというようなところ

は検討はしていないのですけれども、公園

の中ですので、植樹祭ということではなか

なか難しいのかなというふうに考えていま

す。植樹祭となるとまた別な場所になるの

かなというふうに考えておりまして、今言

われているフラワー園地だとか、あの周辺
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で植樹祭というようなことは今の段階では

考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 考えていないとい

うのは分かります。実際に考えていないわ

けですね、今ね。計画がないわけだから。

問題は、私が聞きたいのは、例えば町長が

そういう判断をして、あそこに植樹祭の場

所を持っていこうと判断したらできるのか

ということをお聞きしたいのですよ。第一

生命さんの取組の中で、第一生命さんがお

金を出して、この場所を決めて、この植樹

を、樹木を植えなさいというふうに指定し

てくるわけではないのですよね。そうだと

すれば、町で場所も決めてどうでしょうか

という、打診ができるのかなという思いが

あったものですから、そういうことを聞き

たかったのです。 

○議長（髙橋秀樹君） 佐々木経済課長、

答弁。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをい

たします。 

 第一生命の森づくりは、第一生命さんと

その仲介をやっております、一般社団法人

ｍｏｒｅ ｔｒｅｅｓ（モア・トゥリー

ズ）さんの仲介を受けて、足寄町で今森づ

くりを行っております。これの大きな趣旨

というのは、第一生命さんが企業活動の中

で、そういう従業員も含めた環境への配慮

だとか含めて、責任ある行動をすると、Ｃ

ＳＲ活動、コーポレート・ソーシャル・レ

スポンシビリティーというそうですが、そ

の活動の一環ということで、今、実施をさ

せていただいております。 

 今、町長からお話がありましたとおり、

令和４年からスタートしておりまして、ま

ずは、今の植えている、森づくりを進めて

いるところが、大体あと２年間くらい、実

質大体５年間くらいで、一旦今植えている

ところは終わる予定になっております。そ

の先については、まだ、第一生命さん、あ

るいはｍｏｒｅ ｔｒｅｅｓさんとの協議

をしておりませんので、その後、第一生命

さんがその後まだ続けて足寄町内でやりた

いというのか、その辺の内容は確認をして

いる段階ではありませんので、ちょっとお

答えできませんけれども、一応令和８年度

ぐらいまでは、今の現状地、今植えている

周辺に植えていただくというような形にな

ろうかと思っております。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 私の聞きたいとこ

ろが、何かぴっと返ってこないのですけれ

ども、そういう取組の中で、足寄町が、こ

この地域に、今の植樹祭のものをできない

かというふうに、そこに申込みをかけた

ら、協議をかけたら、協議を受けてもらえ

る可能性があるのかということを知りたい

のです。 

○議長（髙橋秀樹君） 経済課長、答弁。 

○経済課長（佐々木康仁君） 現在のとこ

ろは、ないと思われます。その地域で、第

一生命さんが森づくりを行いたいというこ

とがありましたので、それは町との協議の

中で決めておりますので、まずは、先ほど

も言いましたように、令和８年度までは、

そこを主に森づくりを行っていただけると

いうふうに解釈しております。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 分かりました。そ

この地域が終わったら、あとはまた協議が

されて、続くかどうかというのは、また後

の話ですね。分かりました。 

 次に行きます。 

 キャンプ場のことについて入っていきま

すけれども、先ほど見ました、この位置図

ですね。これはちょっと話がこんがらかっ

たら困りますので、見ていただいて、確認

しておきたいと思うのですけれども、一つ

は、洗い越しとありますね。洗い越しのと

ころに四角いひょうたんみたいな、これが

ひょうたん池と、これでいいでしょうか

ね。 
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 それからもう一つは、キャンプ場から下

りてきたら、このバンガローのところを下

りてきて赤い線があります。これをずっと

行ったら、下から赤い線が入っているとこ

ろ、ここは橋があるのです。それで間違い

ないかということなのです。ここの認識が

違うと話が見えなくなってしまうものです

から。これでいいかどうかですね。 

 以下、この図が散策路となっていますの

で、遊歩道と言ったり、いろいろしてきま

したけれども、散策路で統一して話をして

いきたいと思います。 

 以前、一般質問したところで、補修整備

はきちんとされております。管理人さんの

奮闘もありまして、きれいに管理されてお

り、使い勝手がよくなっていると、キャン

プ場については思います。キャンプ場も散

策路もそうですが、ウオーキング、自然探

勝、森林浴、水辺散策などにすばらしいと

ころだと、改めて言っておきたいと思いま

す。足寄町の誇れる里見が丘公園だと思い

ます。ただし、ただしがつきます。後で触

れる親水広場、親水ゾーン、ひょうたん池

から橋のところまでの散策路などの整備が

なされればという条件付であります、私の

考えは。 

 それで、１点目です。国道からキャンプ

場に入るところの隧道があります。あそこ

照明が常時つきっ放しなのですけれども、

それが必要なのかどうか、お聞きしたいと

思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 私も今回の田

利議員が、詳細は分かりませんでしたけれ

ども、里見が丘公園のことについて、また

御質問があるというお話を聞いておりまし

たので、私も全体は歩けておりませんがか

なり、若い職員を連れて、一人ではおっか

ないので、見てみました。それで、隧道も

確かに日中行ったのですけれど、里見が丘

商店街のほうからトンネルのようなところ

ですね、隧道を抜けたら、里見が丘公園の

キャンプ場の入り口まで出るのですけれ

ど、確かに今御指摘のように、日中も照明

がついております。それで、ここの管理に

ついては、開発、要するに帯広開発建設部

の足寄でいえば足寄道路事務所がございま

すので、そちらのほうで管理しておりまし

て、照明についても、常時点灯する、要す

るに日中は晴れていれば、明るくはないの

ですけれど薄暗いということで、常時点灯

しているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 分かりました。 

 ２点目ですけれども、昨年完成した国道

からキャンプ場に入る道路ですね、あそこ

ののり面が４か所剝がれてしまっているの

ですよ。芝張りというのでしょうか。それ

が剝がれてめくれてしまっています。今の

うちに補修しておいたほうがいいのではな

いかと思うのですけれども、それはどうで

しょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） そちらについ

ても現場を見ました。結構大規模に、張り

芝が剝がれているというのは分かりまし

た。 

 それで、令和５年度に園路の工事で張っ

たものでございますけれども、担当のほう

もその箇所は気づいておりますが、私も単

純に、技術屋ではないのですけれども、何

か大雨で流れたのかなと思っていたのです

けれども、担当のほうに聞くと、湧水、湧

き水っぽいのがあって、結構崩れたのでは

ないかというふうに考えております。それ

で、ちょっと経過を見て具体的に、もし湧

水であれば、また当然芝は剝がれてきます

ので、その対策、もし湧水というのが確定

できれば、暗渠等を入れて防止するだとか

というような方法を考えなければなりませ

んので、ちょっと経過を見させていただい

て、どのように直すのかということについ

て検討してまいりたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次に行きます。 

 フリーテントサイトのところに、管理人

さんからの要望がありましたけれども、簡

易テーブルと椅子を置いてほしいと。それ

からコンロを設置してほしいと。前はＵ字

溝みたいなコンクリートの、コンロを使っ

ているところに置いてあったのですね、そ

れを全部今取っ払っていますから。それ

で、管理人さんのところに貸出用の小さい

コンロというのでしょうか、それがあれば

そんな大きなものを設置する必要もないと

思うのですけれども、テーブルと椅子、コ

ンロについては設置するかどうか、考えが

あるかどうか、ちょっとお聞きしたいと思

いますけれども。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） これにつきま

しても、ひょっとしたらということで、管

理人さんのほうにお聞きしております。 

 それで、ちょうどキャンプ場に入る手前

の駐車場のところに、大きなコンクリート

の、キャンプ場の中にあった机というので

しょうか、机だとか炉だとか、既に撤去し

ておりまして、それを置いてあるというこ

とでありまして、それについてもそれを再

利用するという考えは私どものほうではご

ざいません。 

 それで、今キャンプする方、特に相馬さ

んはそういうのがあったらいいなというこ

とも私も直接お聞きいたしましたけれど

も、今のキャンプする方のキャンプの利用

形態、例えば焼肉とか何かする場合は、御

自身でお持ちになっている、あるいは机に

ついても、机というか、料理等を載せる等

の机についても、キャンプをする方が今は

お持ちになって、それを使っているという

ことも聞いております。 

 それで、今後、お金をかけないで、どう

したらキャンプされる方の利便性につなが

るのかについても、また検討という言葉に

なってしまいますけれども、どういう形態

がいいのかについて、担当を含めて、管理

人さん含めて協議をさせていただいて、ど

うしたらいいのかについて結論を出したい

と思っております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 以前、東川町の実

例を挙げて、見本を見せてお示ししたと思

うのですけれども、キャンプに来られた人

を町なか、足寄の市街にいざなうための一

助になるのではないかといって、飲食店

マップをつくったらどうですかという話を

したのですね。そうしたら、パンフがあり

ますね、道の駅に置いているような。ああ

いう高価なのが示されたのですけれども、

あれではなくて、こういうただのＡ３、１

枚でいいと思うのです。東川町はそうなの

ですけれどもね。そういうのが必要でない

かという思いがあるのです。もちろん金か

けないでつくれるという意味ですよ。そう

いうのが必要ではないかと思っています。

自前でそういうのをつくれないだろうかと

いう思いがあるのですが、それはどうで

しょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 田利議員も御

存じかと思うのですが、私どものほうで里

見が丘公園散策マップというのがございま

すけれども、こんな感じで、これは実際に

業者にお願いしてつくっているものでござ

いますけれども、田利議員がおっしゃるよ

うに、例えば温泉とか入っているのかな、

キャンプ場から温泉に行ったり何だりとい

う、もっと分かりやすい図面については、

当然職員においても作成できることも考え

られますので、その点についても検討をさ

せていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 例を出したからつ

いでに言ってしまいますけれども、東川町
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はまちの中にたくさん飲食店があるのです

よね。だからいっぱい書けるのかもしれま

せん。足寄は書くところないのかどうかは

分かりませんけれども、そういう飲食店を

ずっと書く。それから、せっかくいいのが

総合体育館の前に遊ぶところがあるわけで

すから、それらも図面の中に入れてあげる

といいと思うのですよね。そういう町なか

に人をいざなうための一つのツールとし

て、簡単なものでいいと思うのです。なる

べく分かりやすくと思います。それをぜひ

つくっていただきたいと思います。要望し

ておきます。 

 次、足型公園のほうに行きます。 

 トイレの横に大型看板があります。これ

は２０２０年、令和２年に指摘していると

ころですけれども、標示物が劣化してもう

駄目になっているのですね。まだいまだに

変えられていません。それは後で、町長の

答弁の中では緊急のものから変えていくと

いうふうにありましたけれども、それはそ

んなところで受け取っていいでしょうか。

それも直されるということで。 

○議長（髙橋秀樹君） ここで、一旦休憩

を取ります。２時３０分まで休憩といたし

ます。 

午後 ２時１７分 休憩 

午後 ２時３０分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 ５番田利正文君の一般質問を受け、答弁

から始めます。 

 答弁、建設課長。 

○建設課長（松野 孝君） 足型公園トイ

レ前にある大型看板の劣化についてでござ

いますけれども、こちらにつきましても、

うちの担当のほうは劣化しているのは把握

してございます。 

 こちらにつきましても、状況を見て来年

度以降に更新等をする予定でおりまして、

可能であれば、令和７年度に更新できれば

と考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 今の答弁ですが、

看板そのものを変えてしまうのですか。そ

れとも掲示物だけを変えるのですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 松野建設課長、答

弁。 

○建設課長（松野 孝君） 恐らく全体を

変えるというのではなくて、標示部分だけ

をということだとは思いますが、定かでは

ございません。ひょっとしたら全体をとい

う考えになるかもしれませんが、恐らく標

示部だけの更新ではないのかなと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） この質問で私何回

か言いますけれども、金かけないでという

思いがありますので、全体は変える必要は

ないだろうと思っています。あそこの貼っ

てあるものだけを変えていただければとい

う気がしています。 

 次、行きます。 

 トイレの横に側溝がずっと舗道について

あるのですけれども、下のほうのグレーチ

ングというのですか、これも名前をお聞き

したのですけれども、それが２か所浮き出

ていて歩いて引っかけたらやばいという気

がするのですけれども。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） これにつきま

しても、私も現場を歩いたときに把握いた

しまして、簡単にできるのかなと思ったら

そんな簡単なものではなかったということ

でありまして、担当のほうに確認をさせま

して、既にこちらにつきましては、車両室

の応援を得て直っております。既に外れた

状態ではなくなっております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次に行きます。 

 親水広場の整備についてですけれども、



 ― 41 ― 

前課長の答弁で、土砂や何かをきちんと撤

去、清掃するような方向性と、親子で遊べ

るようにしていきたいという答弁がありま

した。当時、私は現状を見て、それが可能

ですかというふうに聞いたのですけれど

も、通常の維持管理の範疇の中でどのよう

にして遊ぶようなことができるか、ちょっ

と模索したいと言っていたのですね。だけ

れども、今回見ても分かると思うのですけ

れども、通常の維持管理では無理だという

ことがはっきりしたと思うのです。それ

で、私はあそこをあえて、町長の答弁では

撤去するという話がありましたけれども、

しなくてもいいのではないかという思いが

あるのです。いじらないで、現状のまま水

の流れに沿って散策路を造れないかと。別

に立派な道路を造るという意味ではなく

て、歩けるところを造るというふうにした

ほうがいいのではないかと。もっと言え

ば、あそこに丸くなってますよね、足型な

のでしょうか、コンクリートを固めて丸く

池みたいに、おわんみたいなのを造ってあ

るのですけれども、あれがなくなれば一番

いいと思うのです。なくなって真っすぐの

道路というか、Ｓ字の水の流れができれ

ば、それに沿って散策路ができればいいな

と思います。 

 それともう一つは、あそこに堰堤があり

ますよね。堰堤の脇を上れるような緩いス

ロープで、上のところの散策路につながる

ものを造れないかと思うのですけれども、

それは無理でしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 今、田利議員

御指摘のように、以前に田利議員から同様

の親水広場のところの土砂等の撤去等につ

いて、何とか子供、親子で遊べるような環

境に戻したいということでお答えしており

ますが、今現在も土砂が埋まって、とても

子供たちが親子で遊べるようなふうには

なっておりません。 

 以前の答弁で足型を撤去をするというお

話は私は知りませんが、基本的にあそこを

撤去するというのは当然費用もかかること

ですし、現時点では撤去は考えておりませ

ん。 

 あとは散策路的なものを新たに新設した

らどうかというお尋ねですけれども、今回

の御質問の中で、基本的に里見が丘公園全

体の再整備計画というのは、一応令和７年

度で完了をする予定でございまして、あと

は公園施設内の長寿命化という事業で、今

後は維持管理の補修、修繕をしていくとい

う考えでおりますので、新たに経費をかけ

て新たなものを新設するという考えは現時

点ではございません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 私は基本的にはお

金をかけなくてもいいと思っているのです

けれども、あそこで親子が遊べるようにす

るということになるとしたら、やるとした

らですよ、堰堤内の土砂を定期的に取り除

かなければ駄目でないかと思いますよ。あ

そこに土砂がたまって上水だけ流れてくる

となれば下がきれいだと思うのですよ。あ

そこに土砂がたまっているから全部流れて

いくのですよね。それをすることが可能な

のかどうか。道に要請をして道が動いてく

れるのかということを知りたいのですけれ

ども。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） これまでも、

私どものほうの足型公園のほうに土砂が

入ってくる。当然砂防ダムがございますの

で、そちらのほうからの土砂も流れてきま

すので、足型の部分につきましても、撤去

しても撤去しても多分流れてくるかと思い

ます。 

 相当昔、昔といったらあれですけれど

も、道のほうにも砂防のほうで土砂上げ等

をしていただきたいという協議はしている

ようですが、最近確認したら、年度は分か

らないのですけれども、一度もしくは２回
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程度はやっていただいたと担当は言ってお

りました。 

 今後につきましても、田利議員の御質問

を踏まえて、改めて土砂の撤去等を含め

て、今でいう道の建設管理部ですか、そち

らのほうに協議の場を持てればいいかなと

は思ってございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） それが定期的に土

砂の回収というのですか、撤去ができれば

一番いいと思うのですけれども、できなけ

れば無理してそれをやる必要はないのでは

ないかという思いがあるのですよね。 

 先ほど言ったみたいに、そのままであそ

こを歩けるようにだけしてくれればいいと

思っている。せっかく足型公園に駐車場が

あって、トイレもあって、あそこに来ます

よね。来てもあそこを歩こうと思わないで

すよ、今のところは。草生えているところ

もふわふわで歩きにくいですから。あそこ

をもう少し歩けるように、水の流れている

周辺を歩けるようになっていれば、もっと

違うのだと思うのですよ。あそこの範囲だ

けでも。よく言えば、あそこから堰堤のと

ころを緩やかなスロープでもって、上の散

策路につながればなおいいなと思っていま

す。それは無理だということですね。あれ

を造る気はないということですね。分かり

ました。 

 次に行きます。 

 ひょうたん池ですけれども、この位置図

を見てほしいのですけれども、町長のさっ

きの答弁では、このひょうたん池も草が繁

茂していて、全然歩いてみても、どこに

ひょうたん池があるか、私元の姿は知りま

せんから、分かりませんでした、ここは。 

 それで、先ほど課長が示した里見が丘公

園散策マップ、これを管理人さんから頂い

て、これを見て歩こうと思ったのですけれ

ども、これは悪いですけれども駄目です

ね。分からない方はこれを見ても行けませ

ん。全部行けないわけではありませんけれ

ども、肝腎のところは行けません。物すご

い分かりにくいです、これ。もうちょっと

分かりやすいものが必要だと思います。 

 それで、ひょうたん池のところに、今の

図面でいくと、下に黒い四角いのがありま

すね。黒い点があって中に十字のピンクが

入っているところ、そこの点線を行って

ひょうたん池のところにちょこっと左に曲

がるところがあるのです。そこのところか

らずっと歩いていくところが点々で入って

いますけれども、ここのところがネイパル

さんで中学生などをウオークラリーで連れ

て歩くところの散策路なのですね。ここを

歩いてみましたけれども、水が多くてぬか

るみがあります。そして川が、川というか

流れが５か所ぐらいあって、そこにネイパ

ルさんが架けたらしいのですけれども、丸

太をぼんぼんと倒して架けてあるのです

よ。結構危ないですね。そういうのが５か

所ぐらいあります。ここのところがきちん

とした散策路になると、この公園はもっと

よくなると思うのですけれども、金があれ

ば、金があってどんとやる気になれば木道

を造ればいいのでしょうけれども、そんな

のを造る必要は僕はないと思っているので

す。 

 それで、全く私素人だから分からないの

ですけれども、柳の木がありますよね。柳

の木を散策路の両側に等間隔で挿し木をす

ると。副議長にちょっとアドバイスいただ

いたのですけれども、プロの方に。柳の木

を立てて、その間にこういうふうにして柳

の木を寝かせるというのですかね。そして

土留めをすると、昔はそういうのを使った

そうですけれども、それをすると。散策路

の中にそれをすると。両側にずっとここの

ひょうたん池から、先ほど言った橋のとこ

ろまでそれをすると。もし可能ならば、親

水広場のところにそういう散策路を造って

もらうというふうに、まずそれを実験で

やってもらえないかと思うのですよ。これ
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は金がかからないと思うのです。柳の木、

枝を切ってきて挿すと。そこにこうやって

はわせるという感じですかね。それによっ

て、水が出ても流されないという歩道がで

きるのだと思うのですよ。そういうことも

検討してもらえないかという思いがあるの

ですけれども、そういう意味で、ここの散

策路をもうちょっと充実させるという思い

があります。 

 ネイパルさんの教育主事といったかな、

その方にお聞きしましたら、年間１００回

というのですよ。ウオークラリーをやって

いるのですね。そんなにやってるのかい

と、改めてもう一回聞いたら、中学生や小

学生を連れて６０回は歩くのだそうです。

歩く前には必ず下見に行くのだそうです。

だからそれも入れると１００回を超えるの

ですね。そういう意味で、ここ利活用して

いるということなのです。それで何か不便

なところはありませんかと言ったら、山に

入らせてもらうわけだから、ぬかるみが

あって当たり前、危ないところがあって当

たり前だと。そういう事前のレクチャーを

してから子供たちを中に連れていくと。だ

から前もって、もちろん雨が降った後は危

ないからということで、事前に行く日には

前に職員が見て歩くわけですけれどもね、

そういうふうにやっていると。 

 それで、どこか問題がありませんかと

言ったら、図面で見ると下に四角い黒いと

ころと、上のところに四角い黒があります

ね。出合いの森と書いてあるところ、そこ

のところに木道の階段があるのですよ。上

のところに４か所、下のところに２か所。

これ下のほうだけ私一回上ってみましたけ

れども、全部朽ち果ててひどいのですね。

あそこを上がるのは本当に、私でも上がれ

ましたから上がれないことはないのでしょ

うけれども、相当大変だと思います。だけ

れども、中学生は楽しくて上がるのでしょ

うね、体力があるから。 

 それで、これも木柱を整備すればいいと

思います。手すりがあってね。階段の歩幅

が小さいものにできれば一番いいのでしょ

うけれども、それも金かける必要はないと

思っています。造る必要はないと思ってい

ます。なぜかというと、あの朽ちた木柱を

全部撤去して、わざわざ運んでこなくてい

いと思うのですね。横にどこかに置いてお

けば、自然になくなると思います。それで

凸凹のまま、あそこにしておくと、上り口

は。そして、立札を立ててもらって、ここ

は、これから先は足腰の丈夫な人、自信の

ある方、上級者のみのコースですよと、立

札一本書いてもらえばいいと思うのです

よ。そうすれば、後でお話ししますけれど

も、こういう散策路マップをつくっても

らった暁に、散策路マップを見て歩いてみ

ようという方が、その立札を見て、ここは

私はやめようというふうになると思うので

すよ。そうでないと、上がり始めたら下り

られませんから、本当に。そういう意味が

あります。そんなふうに今できないか。今

言った散策路に柳を挿し木して、水で流さ

れないようにするという試しをやれないだ

ろうかという思いと、今言った階段の件だ

けお聞きしたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 現時点では、

田利議員がおっしゃった柳を組んでという

お話だとか、木製の階段のところですね、

かなり朽ち果てているのは私も承知してお

ります。田利議員の御意見を踏まえて、私

どものほうでどういう方法がいいのか、十

分に検討をさせていただきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 今言いましたひょ

うたん池は町長の答弁では改修するという

話がありましたよね。それはしなくてもい

いのではないかと私は言ったのですが、そ

れはどうですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 
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○町長（渡辺俊一君） 土砂の撤去だとか

というところの話だと思うのですけれど

も、搬入路ですとかそういったところに問

題があって、なかなかできていなかったと

いうのが現状であります。そういった意味

で、今後の園路の整備、どの程度ができる

のかといったところに合わせて、できるか

どうかといったところなのかなというふう

に思っておりまして、実際やる状況になる

のか、中身を見ながら必要性というのは、

もちろん先ほどの答弁の中でも必要性とい

うのはあるのだけれどもといったところ

で、なかなかできていなかったという状況

の中で、今後についても本当にそのままで

いいのかどうなのかといったところも含め

て、検討させていただきたいと思います

し、今、田利議員からいろいろと御指摘

あった部分、参考にさせていただきなが

ら、今後の実際にやるといったときに、現

状その中で考えていくというようなことに

なるのかなと思っています。 

 本来でいくと、砂防ダムですから、上の

ほうは砂防ダムがあるわけですから、砂防

ダムがいっぱいになってしまっては、本来

でいくと砂防ダムの意味がなくなってくる

わけで、そこはやはり本当は撤去して、次

にまた水が流れてきたときに、そこで砂だ

とか土砂を止めるという、そういう役割を

本来果たさなければならないところなので

すけれども、それがやれていないという状

況の中で、大雨だとか降ったときに土砂も

水と一緒に流れてくるというような状況の

中で、どんどん埋まっていくということに

なっているのかなというふうに思っていま

して、撤去したにしてもいずれまた埋まる

という状況にはなるのではないのかなと。

そういう状況のことを考えたときに、毎回

毎回土砂をどかさなければならないのかど

うなのかといったところも含めて、費用対

効果ということにもなるのかもしれません

けれども、いろいろ検討しながらどうする

のかというのを、その時点その時点でいい

方法を考えながら進めていきたいなという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 図面をまた見てほ

しいのですけれども、洗い越しのところに

トイレがありますね。小さい四角があるの

ですけれども、そこのところに砂防ダムの

堰堤があるのですね。そこを多分今土砂が

全部乗り越えてひょうたん池に入っている

と思うのです。私自身はひょうたん池のき

れいなときの姿は私は覚えていないものだ

から復活しなくてもいいのではないかとい

う思いがあるのです。知っている方は、冗

談ではない、あれはすごいいいものだから

残せというかもしれませんけれども、今現

時点では歩いてみて、どこに池があるか全

然分かりませんでしたから。だからそうい

う意味では、何も無理して金かける必要は

ないし、あるいは道がやるのでしょうか

ら、土砂の撤去は。それも定期的に協議を

して、毎年やってくれるかどうかも分から

ないとなりますと、絶対駄目になると思う

のですよね。そうだとすれば、現状どう

やって使うかというふうに考えてもらった

ほうがいいのではと思うのですよ。そうい

う意味で、先ほど言った散策路を造ること

を考えて、優先してもらったほうがいいの

ではないかという思いがあります。それ

も、木道で造るとか、そんなお金をかける

のではなくて、先ほど言ったような方向で

できる方法があるのだろうと思うのですよ

ね。その点を考えてもらえないかなと思う

のです。 

 後先でダブると思うのですけれども、洗

い越しのところを、建設課に聞きましたら

言っていましたけれども、車が通れるよう

にしたいという意見が前からあったそうで

すね。ここは駐車場に車を置いて、そこか

ら歩いてきてこちらの駐車場に行く散策路

を歩こうと思っても、そこも大変なのです

よ、ぬかるんで。そういう状況です。だか
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らここは本当は車が通れるように、せめて

軽トラックとか１トントラックが入れるぐ

らいであると、ここにいろいろな材木を

持ってきて工事ができると思うのですね。

それができればと思います。それから洗い

越しのところから点線で右にずっと散策路

がありますけれども、そこも車では歩けな

いですよね、今のところはね。だから、そ

このところをどうするかということはある

のですけれども、無理して車を入れる必要

はないのだけれども、キャンプ場のところ

からずっと車が来られるようになっている

のですよ。散策路と書いてあるところの

キャンプ場から下のほうの赤いラインです

ね、川に近いほうの。そこのところに山の

ほうから水がしみ出て、そこは車が通れな

いようになっているのですよ、ぬかるん

で。そこのところに排水処置というのです

かね、パイプを横に入れるとか、砂利を入

れて、そしてぬかるまないようにしても

らって、軽トラックぐらい走れるようにす

ると、洗い越しのところまでキャンプ場側

から荷物を運べるのだと思うのです。そう

いうふうにする必要があるのではないかと

いう思いがありますけれども、その辺はど

うでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） こちらのぬか

るんでいる箇所につきましては、ちょっと

時期はお示しできませんが、今おっしゃっ

た排水処理等あるいは砂利敷き等で対応し

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次、散策路の関係

に行きますけれども、このピンクの図を見

ていきますと、こんなところに街路灯が必

要なのかというところに３本かな、街路灯

があるのですよ。あれは現在使われている

のでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 今、照明、街

路灯というものがございますけれど、現在

は使っておりません。そのために点灯もし

ておりません。私もなぜ、基本的には夜間

あんなところを歩く方は現在はいないと思

いますが、当時施設というか散策路を造っ

たときには、蛍が鑑賞できた場所があった

そうで、そのために夜間に散策する方がい

らっしゃったようで、街路灯がついている

のだというお話を聞いておりますが、現在

は夜間使う方はいらっしゃいませんので、

消灯している状態で使ってはおりません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 分かりました。 

 以前、質問したときに、あそこで昔は蛍

が見られるとかニホンザリガニがいるとか

ということはないのかという話を聞いたこ

とあったのですね。そうしたら、知らない

と皆さんが言っていたのですよ。今回蛍が

見れたという話も聞きましたから、それが

ひょうたん池だと思ったのですね。多分そ

うだと思うのですけれども。 

 それで、上のほうに看板が、これでいき

ますと、出合いの森のところの上のところ

に、この看板全然壊れてなくてきれいな看

板がありまして、木の実の森、学習の森、

眺望の森、野鳥の森、散策の森、みつけの

森、郷土の森、ふれあいの森と書いてあっ

て、そこに足寄町緑の……、何とか協議会

とあったのですね。これは当時あって今は

ないですね、恐らくね。何を言いたいかと

いうと、そんなふうにして、この図面にこ

うやって今言ったみたいにいろいろな何の

森何の森とずっとあって、当時の計画した

人たちが、今私が聞きたいことを言ってい

るみたいに、大きな意味であそこの森林公

園をこんなふうにしたいという大きなイ

メージがあったと思うのですよね。だから

こんなふうにして野鳥の森だとか何だかの

森といっぱいつくったのではないかと思う

のです。それが実際は維持管理できていな

くてそういうふうにはなっていないと思う
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のですけれども。たまたま行ってみました

ら、草刈りされてる方が３人いらっしゃっ

て、そこで立ち話をしたのですけれども、

熊が来ていると、やはり。どこに来ている

かというと、木の実の森のところに植えて

ある木を食べに来たのではないかと。そこ

に熊のふんがあったというのですね。それ

は今年ではないですけれども、そんな話も

ありました。だから、きちんと維持管理さ

れていなければあれなのですけれども、木

の実のところにアロニア、ハスカップ、ク

ロフサスグリ、フサスグリ、ジューンベ

リー、キイチゴと書いてあるのですよ。こ

れ全部植えてあったということでしょうか

ね。これがもし現状どうなってるか、分

かっているでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 私も、答えるので

すけれども、定かではないです。聞いたこ

とがあるという話にはなってしまうのです

けれども、当時造ったときにそういう、今

言われたようにいろいろな森ということで

足寄町の出合いの森というのを全体として

造った。その中には、木の実の森だとかい

ろいろなものがあって、それぞれそれこそ

ブルーベリーだとかいろいろな実のなる木

が植えられたりだとか、それからキノコだ

とか、そういったようなものが取れるとい

うようなところがあったはずと何となく記

憶しています。 

 当時はそういうことで、最初始まったと

きにはそういうことで整備はされてきたの

ですけれども、やはり維持管理がきちんと

できていないといったところもあって、現

状どうなっているのかというのははっきり

分かりませんけれども、維持管理がきちん

とされていないので、当時そういう実のな

る木だとか植えたものも、多分それこそも

う野生に近いような状況で、もしかしたら

残っている部分もあるかもしれませんが、

ほぼなくなってきているのではないかなと

いうふうに感じています。 

 そういう木の実がなるというところで、

木の実を食べに例えば熊が来ただとかとい

うようなことなのか、最近の話では多分な

いというふうに思うのですけれども、かな

り前の話だと思うのですけれども、そうい

うこともあったのかもしれないなといった

ところなのかなと思っています。 

 確実にこうですというのは、ちょっと今

言えないですけれども、たしかそういうこ

とがこの出合いの森の中で行われていたな

というような記憶は私にはあります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） すみません、まち

づくり協議会はあるのかどうかというのは

どうでしょうか。どんなものだったのかと

いうことも含めて。 

○議長（髙橋秀樹君） 佐々木経済課長、

答弁。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをい

たします。 

 緑のまちづくり協議会というのはありま

す。実際に今第一生命の森づくりも緑のま

ちづくり協議会が協力してくれて、実際に

は運営をしているということになっており

ます。 

 今お話がありました奥のそこの管理をし

ていたかどうかというのはちょっと存じて

おりません。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次に行きます。 

 散策路内の案内板、これは町長の答弁で

やりますとありましたけれども、先ほど課

長が示しました里見が丘公園散策マップ、

これ先ほど分かりにくいと言いましたけれ

ども、これをですね、手作りでいいですか

ら、もう少しここから入ったらここに行け

る、ここから右に曲がったらここに行ける

とかと、分かりやすい地図にしてくれない

だろうかと思います。 

 こうやってきれいにカラーでつくってあ

るのですけれども、すごい分かりにくいで
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す、持って歩いたら。現地知ってる人なら

行けると思います。知らないで、ここに行

こうと思ったら分からないのですね。三差

路があってどっちに行くのだろうというの

はありますから。それをきちんと、いや、

これつくるのは難しいかもしれないけれど

もね。ここから右に曲がったら、キャンプ

場から入ったら、下りたら右に行ったらど

こに行くと、ネイパルに行けるところに、

こう行けるよというふうに分かるようにし

てほしいと。 

 それから、そこに木の方向指示器みたい

なのがあるのですけれども、もう完全に字

が消えてしまって、看板は残っているので

すけれども、あれなら僕が行って、ペンキ

を持っていって、すっとなぞれば字が入り

ますから、引っ込んでいますから、いいか

なと思うぐらいのものが残っています。だ

けれども、要所要所にないのですよ。そし

て、福祉課でつくったすこやかロードでし

たか、すこやかロードですね。これの看板

があるのですよ。これがあると最初知らな

かったものだから、この看板どおり歩けば

歩けたのかもしれませんけれども、この道

を行ったらどこに出るとかと分かるように

きちんとそこそこに、言わばサインがない

のですよね。それはやはりつくってもらう

ことと、そういう手に持って歩ける簡単な

図面で、カラーでそんなものではなくて簡

単なものでいいと思うのですけれども、そ

ういうのをつくれないだろうかという思い

があります。それはいかがでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 確かに田利議

員御指摘のように、案内板的なものにつき

ましては、経年劣化で、既にもうなくなっ

ているところもありますし、既にもう方向

が違う方向に向いているものだとかがござ

います。こちらにつきましては、田利議員

がおっしゃいます、ないところに分かりや

すいように案内板をつける、新設まで全て

できるかどうかは分かりませんが、今年度

の予算に案内板設置の予算がございますの

で、そちらの予算を使って、できる範囲で

補修なり、できましたら新設等もしてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次に行きますが、

先ほど洗い越しのところに作業車が通れる

ように整備できないかと言いましたけれど

も、これ、答弁をもらっていませんよね。

前後して頭の中あれですけれども。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 一応予定でご

ざいますけれども、来年度に洗い越しの周

辺の修繕的な工事というのは一応予定して

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） それは車も通れる

ようにすると捉えていいのでしょうか。そ

れともただ人間が歩けるだけか。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 数字はまだ言

えないのですけれども、計画上の予算的に

も新たに車両が通れるような工事費ではご

ざいませんので、現時点ではそのようなも

のではございません。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 散策路で最後にな

りますけれども、公園全体の散策路の両側

を中心に四季折々の樹木を楽しめる植樹を

できないかという思いがあるのです。とい

うのは、一番最初の一番大きい質問のとこ

ろで言いましたように、あそこ全体を森林

公園にすると。しかも四季折々のものを楽

しめる公園にしたいという思いがあって、

その具体化の一環として散策路の両側にと

いうか、近くにというのでしょうか、そう

いう木を植えることができないだろうか。

一遍にという意味ではないですよ。計画的

に、言ったみたいに１０年から１５年かけ
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てという意味ですけれども。そういうこと

は計画することは可能かどうかお聞きした

いと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 経済課長、答弁。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをい

たします。 

 里見が丘公園の森林は保安林として位置

づけられております。保安林の場合、木の

伐採だとか土地の形質の変更につきまして

は、厳しい規制がございます。植樹をする

といったことになれば、現在ある木を伐採

をして新たに植樹をするという形になろう

かと思います。それにつきましては、しっ

かりと計画を、例えば出合いの森の公園の

再整備だとかの計画だとかを含めて、そう

いう計画の中で伐採を、もう樹齢がいいと

ころまで来ているので伐採をして、そこに

植樹をしたいだとかという計画に基づいた

形でないと、ただ単にそこの木を切るだと

かということはできないというふうに考え

ております。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） その計画をつくれ

ないかという思いが私はあるのです。 

 今回歩いてみたら、出合いの森のとこ

ろ、かなり広範囲に草刈りしてあるのです

よね。そこの散策路の上のところに紅葉で

しょうか、ずっと植えてあるのですよ。多

分試しに植えたと思うのですね。誰が植え

たか分かりません。あんなふうに植えられ

るのだから、まだ植えられるところはまだ

あると思うのです。だから何も木を切らな

くても植えられるところはあると思うので

す。そういうことに計画的に取り組むこと

ができないかという思いがあるのです、そ

れはどうでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 経済課長、答弁。 

○経済課長（佐々木康仁君） 現在のとこ

ろ、その計画を考えるということに至って

おりませんので、今お話ありましたので、

今後必要というふうに判断をすれば、そう

いう計画をつくって整備をしていくという

ことは可能だと思いますが、現段階ではそ

ういう計画を持っておりませんので、判断

はできないというふうにお答えしたいと思

います。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 分かりました。 

 それは後で町長から答弁を最後にいただ

きますけれども、そういう段階だというの

は分かります。だから計画をつくれない

か、検討できないかと私は言っているわけ

ですけれども、後で最後に町長に答弁をい

ただこうと思っています。 

 最後に入ります。キャンプ場で使われて

いる水道水ですけれども、これは湧き水で

しょうか。それと、これを維持管理する費

用というのは、普通の水道、上水道と同じ

位置づけでいいでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 松野建設課長、答

弁。 

○建設課長（松野 孝君） キャンプ場の

お水と、あと里見が丘の商店街の水源につ

きましては、里見が丘公園内に出合いの森

の近辺に水源がございます。そちらの水を

使っておりまして、水源の管理につきまし

ては、足寄町建設課で管理してございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） すみません、湧き

水ですかと聞いたのですけれども。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 失礼しまし

た。 

 湧水、湧き水でございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次に行きます。 

 芝桜公園を含む里見が丘公園全体の草刈

りはどこでやっているのか。年何回やって

いるのか。その費用はどのぐらいかかって

いるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 
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○建設課長（松野 孝君） どこがやって

いるのかと申しますのは、足寄町がやって

いるということで、例えば業者さんです

か。（発言する者あり） 

 すみません、これから順次お答えいたし

ます。 

 基本的に里見が丘公園の草刈りは私ども

のほうで発注をして、業者さんが行ってご

ざいまして、基本的に里見が丘公園につき

ましては、運動区、自然区、フラワー園

地、出合いの森に分けて草刈りをしており

まして、あと運動施設内につきましては教

育委員会が所管しておりまして、草刈りを

予算化して行っているところでございま

す。 

 それで、里見が丘公園内の草刈りにつき

ましては、場所により異なりますが、年２

回から４回行っておりまして、費用額につ

きましては里見が丘公園としては約７００

万円の費用をかけてございます。 

 ちなみに、出合いの森につきましては草

刈りは年１回、それと散策路につきまして

は年２回、出合いの森の草刈りの費用につ

きましては約４２０万円となってございま

す。 

 それと、芝桜のフラワー園地につきまし

ての除草については、芝桜の部分について

年５回、ツツジの部分が年３回、こちらの

除草を合わせて費用については約１３０万

円ほどの費用がかかってございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） ここの現場に行っ

て歩いたときに、先ほど草刈りをしていた

人たちにお会いしたと言いましたけれど

も、出合いの森のところはかなり広く広範

囲に刈っているのですね。あれも全部含め

て刈っているということですか。散策路か

らずっと離れてかなり奥まできれいに刈ら

れているのですけれども。 

○議長（髙橋秀樹君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（松野 孝君） 出合いの森の

事業として、出合いの森を今回の草刈りの

範囲に含めて草刈りをしております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 次に行きます。 

 体育館横のパークゴルフ場があるのです

けれども、スタート台の補修について、２

０２３年１２月の答弁で、教育次長がシー

ズン前には必要な措置を取りたいと言って

いましたけれども、まだ直っていないよう

に思うのですけれども、これはどうなって

いるでしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 教育次長、答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 昨年の１２月議会で田利議員からパーク

ゴルフ場の管理について御指摘をいただき

ました。そのときに確認した中では、台座

の芝が剝がれていたりだとか、表示板が

ちょっと傷んでいるという御指摘をいただ

きましたので、春先に体育館横のコースも

含め、ときわ、ときわ東コースを確認し

て、枠の打込みだとか、芝の張り替えだと

か、表示の変更だとかの対応はしてござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 私５月に見てきた

ときに直ってなかった。そして、今回また

見てきたのですけれども、上の部分、町長

がよく言われていたメロディー橋から下り

てきて総合体育館に行くところ、その道路

分からなかったのですけれども、ちょうど

階段がありまして分かったのですけれど

も、そこのところのコースのところ、ス

タート台全部凸凹です。だから金属枠が浮

いているのです。金属枠を留めている金属

の棒があるのですけれども、浮いているの

ですよ。それを直していないなと思ったの

ですよ。私は全部直せと言いません。直す

必要がなければ、あそこは利用頻度が低く

て、そんなにやる人がいないのであればそ
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のままでいいと思うのです、正直なとこ

ろ。そうであれば、危ないから鉄枠を外し

てくれればいいと思ったのですよ。そんな

ふうにする必要があるのかどうかと思うの

ですね。だから、利用頻度がどうなってい

るのか。もし利用頻度が少ないのであれ

ば、直さないで鉄枠を外してくれればいい

のではないかと、安全のために。例えばあ

そこでけがをした場合には、自己責任にな

るでしょうか。それとも、町の責任になり

ますか。賠償責任になったら。その辺、

ちょっと確認したいと思いますけれども。 

○議長（髙橋秀樹君） 丸山教育次長、答

弁。 

○教育次長（丸山一人君） 春先に一応

やったのですが、経費もあまりかけないと

いうことで、担当の職員のほうで対応して

ございまして、その部分、その後に、また

あそこはアリの巣の被害だとか、凍上だと

かで傷みやすい部分もございます。 

 今回、里見が丘公園の質問が出るという

ことで、先日ちょっとまた確認してきたの

ですけれども、全てではないのですが、何

か所かそういったゴムマットがちょっと傷

んでいたり、枠が浮いていたりした部分に

ついては直営で修繕対応をしてまいりまし

たが、ただやはり老朽化が進んでいますの

で、今後そういった部分、もう直営では賄

いきれないという判断になれば、業者等に

発注だとか相談するなりして対応したいと

思います。 

 また、そういった事故が起きないように

対応したいと思っているのですが、もし事

故が起きた場合については、他の公共施設

と同様に町でかけている保険の対応になる

かなというふうに思います。 

 また、利用頻度につきましては、有料化

の時代は数を把握できたのですが、無料化

になってから数は把握しておりませんの

で、今現在どれだけの利用があるかという

部分については肌感覚でしかちょっと分か

らない部分で、体育館の職員が目視で見

て、どのくらいの人がやっているかなだと

か、あと休日についてはなかなか分からな

い部分がありますけれども、確かに利用頻

度はほかのコースと比べて少ないのかなと

いう状況というふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） この通告書を出し

た後に補修されたということでしょうか、

見てきて。分かりました。 

 次に行きます。足型公園から佐野川沿い

にずっと、これは遊歩道というのでしょう

か、あるのですけれども、これの位置づけ

はどんなふうになっているかとまずお聞き

したいのです。現状どうなっているかとい

うことも含めて。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 親水公園から下、

下流部分といいますか、つくし公園のとこ

ろまでというようなお話でございましたけ

れども、普通に道費河川で道の管理する河

川となってございます。ですので、基本的

に河川の部分は道が管理、その周辺の道

路、その河川のすぐ横の道路というのは管

理用道路ということで、河川を管理するた

めの道路というような形で、道が管理をす

るというような形になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 私、難しいことを

言うつもりはないのですけれども、今の図

面ありますよね、図面を見てほしいのです

けれども、公園橋があるのです、駐車場の

ところに、足型公園のところに。公園橋が

あって、次に大井橋、道上橋、羽賀橋、そ

して途中に佐野川遊水公園というのかな、

公園があって、トイレがあって、駐車場が

あるのです。それを下に行ったら祥陽橋が

あって、最後に西泰橋がある。ここまで

ずっとつながっているのですよね。ごめん

なさい、祥陽橋まではきちんとウッドチッ

プが入れてあって遊歩道になっているので
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すよ。祥陽橋から西泰橋のところは町道で

もなくて、普通の砂利道があって歩けるよ

うになっています。最後の西泰橋を越えた

ら、旧金森踏切から来る散歩道みたいなの

がありますね。あれに出て、道の駅の駐車

場に出られるのですよ。 

 そこを、せっかくこういうのがあるのだ

から、公園の範疇は超えていますけれど

も、町民に周知する必要があるのではない

だろうかと。それで先ほど言いました福祉

課で出しているすこやかロード、この中に

もう１コース紹介してもいいのかなと。そ

の程度の周知の仕方といいますか、活用の

仕方があるのではないかとの思いがありま

して、問題はそこの祥陽橋から西泰橋の間

の砂利道のところもここの、今町長が言わ

れた河川の管理の道路だというふうには多

分ならないのだと思うのですけれどもね。

自由に勝手に歩いてもいいのでしょうか

ね。歩いていいのであれば、福祉課が言っ

たすこやかロードの中にもう１コースあり

ますよと。道の駅をぐるっと周るコース、

道の駅に車を置いてというふうにもできる

のではないかという思いがあったものです

から、そういうふうに活用できないかとい

うことをお聞きしたかったのです、結論と

すれば。 

○議長（髙橋秀樹君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 まず、すこやかロードの関係について御

説明をさせていただきたいと思います。す

こやかロードという部分につきましては、

道民自ら健康運動を推進するための環境整

備としまして、市町村が整備した身近で気

軽に楽しく健康づくりを行うためのウオー

キングロードを北海道と北海道健康づくり

財団が認定しているものでございます。足

寄町にはこのすこやかロードに対しまし

て、３コース認定を受けておりまして、そ

の一つが里見が丘公園のところにあります

コース。あとは実は町なかコースとしまし

て、旧ふるさと銀河線跡地を使った、その

道路を使った町なかコース、役場をスター

トして、また役場に戻るコース。それと、

町民センターの横の川沿い通りを通って青

雲橋を通って、そして旭町からまた町民セ

ンターのほうに戻ってくるコースの３コー

スを認定していただいております。ですの

で、今お話、田利議員から提案のありまし

た道路の一部につきまして、旧銀河線跡地

の部分については既にコースの一部として

利用させていただいているところでござい

ます。 

 また、今提案いただいたコースになって

いない部分ですね、すこやかロードのコー

スになっていない部分につきましては、現

状ちょっと私把握をしておりませんので、

現状を見てからの判断となろうかと思いま

すけれども、コースの認定の有無にかかわ

らず、健康づくりのためにウオーキングを

される個々人の方が自分の体調に合わせた

ウオーキングコースを使っていただいて、

健康づくりに生かしていただければよろし

いのかなというふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） ５番田利正文君。 

○５番（田利正文君） 難しいことを言わ

ないと言いましたけれども、町民の方にこ

ういうルートもありますよということを、

どこかで周知したいという思いがあったの

です。それができる方法が何かあればいい

と思うのです。たまたまこれを頂いたか

ら、すこやかロードのこれを頂いたから、

この中に１コース追加できるのであれば追

加してほしいという、ただ単純にそういう

思いです。別の方法があればそれでもいい

です。例えば里見が丘公園の先ほどの散策

路マップをつくったときに、こういうルー

トもありますよと紹介してくれてもいいと

思うのですね。そんなことをちょっとお願

いしたいと思います。 

 最後になります。町長にお願いしたいと
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思います。この地域の質問について、私今

回で８回目になります。今回の質問で明ら

かにしたかったことは、森林公園としての

この地域のすばらしさ、足寄町にとって大

切な地域だということを、我々が改めて認

識するということが必要なのではないかと

いう思いがあります。ただし、そういう質

問にちょっとなっていなかったと思います

けれども、だからこそこの地域を春夏秋

冬、四季折々の樹木の表情を楽しめる、水

の流れる音、小鳥の鳴き声、風の心地よさ

を感じることのできる管内随一の森林公園

と言わしめるためのものにできないかとい

う思いがあります。そういう点での、そう

いう発想での町長はどう考えているかとい

うことを、最後に見解をお聞きして終わり

たいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 渡辺町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 足寄町にとって、

里見が丘公園というのは、まちの中の公園

として誇れる公園になっているのではない

かなと思いますし、また、その中の一つで

ある出合いの森ですとか、森林資源という

のは、足寄町は森林の町でもありますか

ら、そういった意味では非常に大事な場所

なのかなと感じていますし、まちのすぐそ

ばにあって、市街地のすぐそばにあって、

町民の皆さんが森林に親しめる、ちょっと

足を延ばせば森林に親しむことができる、

そういう貴重な場所なのかなと感じており

ます。 

 今お話にもございましたけれども、今後

の整備というか、どう活用していくのかと

いった部分なども含めて、今後も足寄町に

とっての大事な森林資源の一つであり、観

光資源の一つであり、自然に親しめる資源

ということで、町民の皆さんとともに認識

をまた深めながら、改めながら、活用をし

ていけるようになればというふうに考えて

おります。 

 一定程度、里見が丘公園の整備というの

も令和７年度で一定の整備が終わる。その

後は、先ほどお話ありましたけれども、公

園の長寿命化だとかということで、維持管

理を中心にしながら整備をしていく、使い

勝手のよいものにしていくという、そう

いった思いで、今後も進めていかなければ

ならないのかなと考えているところであり

ます。 

 田利議員からいろいろとお話もありまし

たけれども、やはりお金をそんなにかける

必要もないだとかというようなお話もあり

ましたし、なるべくお金をかけないで、だ

けれども使いやすいような整備の仕方、そ

ういったものなども考えながら、今後も進

めさせていただければなと考えているとこ

ろであります。 

 以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、５番田

利正文君の一般質問を終了します。 

 お諮りをします。 

 本日は、これで延会としたいと思いま

す。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

 よって、本日はこれで延会にすることに

決定いたしました。 

 

◎ 延会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 本日はこれで延会

します。 

 次回の会議は、９月１２日午前１０時よ

り開会いたします。 

 大変御苦労さまでございます。 

午後 ３時２７分 延会
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